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１．調査実施の目的 

本調査は、子ども・子育て支援法に基づき、平成 32 年（2020）年度に策定する「（仮称）第二期小

平市子ども・子育て支援事業計画」の基礎資料とすることを目的として、実施しました。 

 

２．調査の種類 

調査名 調査対象 

就学前児童 市内在住の就学前児童をもつ保護者 2,000 人 

就学児童(小学校１年生～６年生) 市内在住の就学児童をもつ保護者 2,000 人 

 

３．調査方法と回収状況 

 調査方法：郵送調査法 

 調査期間：平成３０年１２月７日（金）～平成３１年１月５日（土） 

<回収状況> 

調査名 発送数 回収数 回収率 

就学前児童 2,000 1,154 57.7％ 

就学児童(小学校１年生～６年生) 2,000 1,131 56.6％ 

 

４．調査項目 

就学前児童 

調査項目  

１．お住まいの地域 ・お住まいの地域 

２．お子さんと家族

の状況 

・お子さんの年齢、子どもの数、末子の年齢 

・回答者、回答者の配偶関係 

・子育て(教育を含む)を主に行っている人 

３．お子さんの育ち

を取りまく環境 

・子育て(教育を含む)に日常的に関わっている人 

・子育て(教育を含む)に大きく影響すると思われる環境 

・お子さんをみてもらえる親族・知人の有無 

・祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況 

・友人・知人にお子さんをみてもらっている状況 

・子育て(教育を含む)をする上で気軽に相談できる人(施設)の有  

 無、相談先 

・子育て(教育を含む)をする上で周囲に望むサポート 

４．保護者の就労状

況 

・保護者の就労状況 

・就労日数、就労時間、家を出る時刻、帰宅時刻 

・フルタイムへの転換希望、就労希望 

・就労の準備に必要な支援 

５．平日の定期的な

教育・保育の事

業の利用状況と

利用希望 

・定期的な教育・保育の事業の利用の有無、定期的に利用している事

業、利用日数、利用時間 

・利用している教育・保育の事業の実施場所 

・定期的に教育・保育の事業を利用している理由、利用していない理由 

・定期的に利用したい教育・保育の事業、利用したい実施場所 

・幼稚園の強い利用希望の有無 
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６．地域子育て支援

拠点事業の利用

状況と利用希望 

・地域子育て支援拠点事業の利用状況、今後の利用希望と利用したい

回数 

・利用しない理由 

・各種支援事業の認知状況、利用状況、利用希望 

７．土曜日・休日や

長期休暇中の定

期的な教育・保

育の事業の利用

状況と利用希望 

・土曜日と日曜日・祝日の利用状況と利用時間帯 

・利用している事業、事業の実施場所 

・土曜日と日曜日・祝日の利用希望と利用したい時間帯、たまに利用

したい理由 

・幼稚園利用者の長期休暇中の教育・保育の事業の利用状況、利用し

ている教育・保育の事業 

・幼稚園利用者の長期休暇中の教育・保育の事業の利用希望と利用し

たい時間帯、たまに利用したい理由 

８．お子さんが病気

の際の対応 

・この１年間に病気やケガで通常の事業が利用できなかったことの有

無、対処方法と日数 

・父母が休んで対処した場合の「病児・病後児保育施設等」の利用希

望と利用したい日数、望ましい事業形態 

・利用したいと思わない理由 

・父母が仕事を休んで看護したいと思ったかどうかと看護したい日数 

・仕事を休んで看護できなかった理由 

９．不定期の教育・

保育の事業や宿

泊を伴う一時預

かり等の利用 

・私用、保護者の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用してい

る事業と日数、利用していない理由 

・今後の利用希望と利用したい日数、望ましい事業形態 

・保護者の用事により泊りがけで家族以外に預けたことの有無、対処

方法、宿泊日数 

１０．小学校就学後

の放課後の過ご

し方【調査対象

が４歳以上】 

 

・小学校低学年(１～３年生)の間、放課後を過ごさせたい場所と日数 

・小学校高学年(４～６年生)の間、放課後を過ごさせたい場所と日数 

・学童クラブの日曜日・祝日の利用希望と利用したい時間帯 

・小学校の長期休暇中の過ごし方の希望 

１１．育児休業や短

時間勤務制度な

ど職場の両立支

援制度について 

・育児休業取得の有無と取得しなかった理由 

・育児休業取得後の職場復帰、復帰のタイミング、実際の取得期間と

希望、３歳まで取得できる休暇制度があった場合の取得希望 

・希望の時期に職場復帰しなかった理由 

・短時間勤務制度利用の有無、利用しなかった理由 

・１歳になった時に必ず利用できる教育・保育の事業がある場合の１

歳までの育児休業取得希望 

・３歳までの育児休業制度がある場合の３歳までの育児休業取得希望 

・仕事を続けるために希望する職場の環境 

１２．子育て全般 ・地域における子育ての環境や支援への満足度 

・子育て仲間の有無、子育てイベントの参加の有無 

・子育てグループ活動の定期的参加の有無、子育てグループ活動に参

加したい状況 

・子育てに関する悩み 

・児童虐待の関心度、児童虐待と感じる状況、児童虐待を相談・通報

する場所、児童虐待が起こる理由 

・教育・保育の環境の充実など子育ての環境や支援に関しての意見 
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就学児童（小学校１年生～６年生） 

調査項目  

１．お住まいの地域 ・お住まいの地域 

２．お子さんと家族

の状況 

・お子さんの学年、子どもの数、末子の年齢 

・回答者、回答者の配偶関係 

・子育て(教育を含む)を主に行っている人 

３．お子さんの育ち

を取りまく環境 

・子育て(教育を含む)に大きく影響すると思われる環境 

・お子さんをみてもらえる親族・知人の有無 

・祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況 

・友人・知人にお子さんをみてもらっている状況 

・子育て(教育を含む)をする上で気軽に相談できる人(施設)の有無、

相談先 

・子育て(教育を含む)をする上で周囲に望むサポート 

４．保護者の就労状

況 

・保護者の就労状況 

・就労日数、就労時間、家を出る時刻、帰宅時刻 

・フルタイムへの転換希望、就労希望 

・就労の準備に必要な支援 

５．地域の子育て支

援事業の利用状

況と利用希望 

・子ども広場や児童館の利用状況、今後の利用希望と利用回数 

・子育て支援事業・子どもの居場所についての意見 

・各種支援事業の認知状況、利用状況、利用希望 

６．お子さんが病気

の際の対応 

・この１年間に病気やケガで学校を休まなければならなかったことの有

無、対処方法と日数 

・父母が休んで対処した場合の「施設等」の利用希望と利用したい日数 

・父母が仕事を休んで看護したいと思ったかどうかと看護したい日数 

・仕事を休んで看護できなかった理由 

７．一時預かり等の

利用 

・私用、保護者の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用してい

る事業と日数、利用していない理由 

・今後の利用希望と利用したい日数、望ましい事業形態 

・保護者の用事により泊りがけで家族以外に預けたことの有無、対処

方法、宿泊日数 

８．放課後の過ごし

方 

・放課後を過ごしている場所と日数、放課後の過ごし方の希望 

・小学校の長期休暇中の過ごし方の希望 

・放課後子ども教室の利用希望 

９．学童クラブの利

用 

・学童クラブを利用している理由 

・学童クラブ利用者の日曜日・祝日の利用希望 

・利用していない(いなかった)理由、今後利用したい理由 

・日曜日・祝日の利用希望と利用したい時間帯 

１０．子育て全般 ・「仕事時間」と「家事(育児)の時間」、「プライベートの時間」のバ

ランス 

・地域における子育ての環境や支援への満足度 

・子育てサークル等の参加の有無 

・子育てに関する悩み 

・児童虐待の関心度、児童虐待と感じる状況、児童虐待を相談・通報

する場所、児童虐待が起こる理由 

・教育・保育の環境の充実など子育ての環境や支援に関しての意見 
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５．調査結果を見る上での注意事項 

・本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数である。 

・百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位までを表示した。したがって、単数

回答（１つだけ選ぶ設問）においても、四捨五入の影響で、合計が 100％にならない場合がある。 

・複数回答（２つ以上選んでよい設問）においては、合計が 100％を超える場合がある。 

・クロス集計では分析軸の項目に無回答があるため、全体のｎと合計があわない場合がある。 

・本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合がある。 

・回答者数が 20 未満の場合、比率が上下しやすいため、傾向を見るにとどめ、またクロス集計の結果

を出していない場合がある。 

・就学前児童の調査結果における子どもの年齢は「学齢」で換算し、対象児童の生年月から以下のよ

うに区分している。 

 【学齢区分】 

年齢（学齢）表記 調査時実年齢 生年月 

平成３０年４月以降生まれ ０歳 平成３０年４月～平成３０年１１月 

０歳 ０－１歳 平成２９年４月～平成３０年３月 

１歳 １－２歳 平成２８年４月～平成２９年３月 

２歳 ２－３歳 平成２７年４月～平成２８年３月 

３歳 ３－４歳 平成２６年４月～平成２７年３月 

４歳 ４－５歳 平成２５年４月～平成２６年３月 

５歳 ５－６歳 平成２４年４月～平成２５年３月 
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n=(1,154)  

大沼町

小川町

小川西町

小川東町

学園西町

学園東町

喜平町

栄町

上水新町

上水本町

上水南町

鈴木町

たかの台

津田町

天神町

中島町

仲町

花小金井

花小金井南町

美園町

御幸町

回田町

無回答

4.9

13.9

4.1

6.8

5.1

6.1

3.8

1.4

2.9

7.5

4.2

7.2

0.3

2.9

2.9

1.1

4.1

9.8

4.2

1.7

1.5

2.7

1.0

0 5 10 15
(%)

 就学前児童 

１．お住まいの地域 

（１）お住まいの地域 

問１ お住まいの地域の番号１つに○をつけ、＿＿丁目に数字でご記入ください。 
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n

全体 ( 835)

1

10.2 

1

17.4 

1

15.2 

1 

19.2 

1

13.4 

1 

11.1 

1 

11.4 

1 

2.2 

n

全体 (1,154)

1

2.9 

1

9.2 

1

8.8 

1 

20.7 

1

18.5 

1 

18.9 

1 

19.1 

1 

1.9 

２．お子さんと家族の状況 

（１）お子さんの年齢 

問２ あて名のお子さんの生まれた年と月をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子どもの数、末子の年齢 

問３ あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。お２人以上のお子さん

がいらっしゃる場合は、一番下のお子さんの生まれた年と月をご記入ください。 

 

子どもの数 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成

30

年
４
月

以
降
生
ま
れ 

０
歳 

１
歳 

２
歳 

３
歳 

４
歳 

５
歳 

無
回
答 

１
人 

２
人 

３
人 

４
人 

５
人 

無
回
答 

平
成
30
年
４
月

以
降
生
ま
れ 

０
歳 

１
歳 

２
歳 

３
歳 

４
歳 

５
歳 

無
回
答 

n 平  均

全体 (1,154) 1.9

1

26.5 

1

54.7 

1

15.9 

1 

1.5 

1

0.3 

1 

1.1 

(%) 

(%) 

(%) 

（人） 
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n

全体 (1,154)

1

61.1 

1

38.2 

1

0.2 

1 

0.1 

1

0.1 

1 

0.3 

n

全体 (1,154)

1

89.1 

1

10.1 

1

0.2 

1 

0.7 

n

全体 (1,154)

1

96.6 

1

2.9 

1

0.5 

（３）回答者 

問４ この調査票をご回答いただいている方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係

でお答えください。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）回答者の配偶関係 

問５ この調査票をご回答いただいている方の配偶関係について、当てはまる番号１つに○を

つけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）子育て（教育を含む）を主に行っている人 

問６ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さ

んからみた関係で当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

母
親 

父
親 

そ
の
他 

無
回
答 

配
偶
者
が

い
る 

配
偶
者
は

い
な
い 

無
回
答 

父
母
と
も
に 

主
に
母
親 

主
に
父
親 

主
に
祖
父
母 

そ
の
他 

無
回
答 

(%) 

(%) 

(%) 
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n=(1,154)  

父母ともに

母親

父親

祖父母

幼稚園

保育所

認定こども園

障がい児通所施設等

その他

無回答

70.9

23.7

0.3

20.9

22.9

38.9

5.7

1.1

2.5

0.5

0 20 40 60 80 (%)

３．お子さんの育ちを取りまく環境 

（１）子育て（教育を含む）に日常的に関わっている人 

問７ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（施設）

ですか。お子さんからみた関係で当てはまる番号すべてに○をつけてください。【複数回

答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て（教育を含む）に日常的に関わっている人は、「父母ともに」が 70.9％で高く、これに「保育

所」が 38.9％、「母親」が 23.7％、「幼稚園」が 22.9％、「祖父母」が 20.9％で続いている。 
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n=(1,154)  

家庭

地域

幼稚園

保育所

認定こども園

障がい児通所施設等

その他

無回答

97.7

35.9

36.0

46.8

10.1

1.8

5.2

0.3

0 20 40 60 80 100 (%)

n=(1,154)  

日常的に祖父母等の親族にみてもら
える

緊急時もしくは用事の際には祖父母
等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・
知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもを
みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

17.3

58.6

2.8

16.2

18.0

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

（２）子育て（教育を含む）に大きく影響すると思われる環境 

問８ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に、大きく影響すると思われる環境すべてに

○をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て（教育を含む）に大きく影響すると思われる環境は、「家庭」が 97.7％と高く、これに、「保

育所」が 46.8％、「幼稚園」が 36.0％、「地域」が 35.9％の順となっている。 

 

 

（３）お子さんをみてもらえる親族・知人の有無 

問９ 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。当てはまる番号すべて

に○をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんをみてもらえる親族・知人の有無は、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみて

もらえる」が 58.6％と高く、これに「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」(17.3％)、「緊急時も

しくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」（16.2％）が続く。一方で、「いずれも

いない」は 18.0％となっている。 



第２章 調査結果の詳細（就学前児童） 

 14 

n=(876)  

祖父母等の親族に、特に心配なく、安
心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が大き
く、心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神
的な負担が大きく、心配である

自分たち保護者の立場として、負担を
かけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわし
い環境であるか、尐し不安がある

その他

無回答

61.2

25.6

19.5

24.7

5.8

5.6

0.1

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

（４）祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況 

問10 問９で「１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」「２．緊急時もしくは用事の際

には祖父母等の親族にみてもらえる」に○をつけた方におたずねします。祖父母等の親族

にお子さんをみてもらっている状況について、当てはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況は、「祖父母等の親族に、特に心配なく、安心し

て子どもをみてもらえる」が 61.2％と高いが、「祖父母等の親族の身体的負担が大きく、心配である」

が 25.6％、「自分たち保護者の立場として、負担をかけていることが心苦しい」が 24.7％、「祖父母等

の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく、心配である」が 19.5％となっている。 
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n=(219)  

友人・知人に、特に心配なく、安心して
子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が大きく、心
配である

友人・知人の時間的制約や精神的な
負担が大きく、心配である

自分たち保護者の立場として、負担を
かけていることが心苦しい

子どもの教育や発育にとってふさわし
い環境であるか、尐し不安がある

その他

無回答

59.8

2.7

13.2

30.6

2.3

1.8

6.8

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

（５）友人・知人にお子さんをみてもらっている状況 

問11 問９で「３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる」「４．緊急時もしくは

用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」に○をつけた方におたずねしま

す。友人・知人にお子さんをみてもらっている状況について、当てはまる番号すべてに○

をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友人・知人にお子さんをみてもらっている状況は、「友人・知人に、特に心配なく、安心して子ども

をみてもらえる」が59.8％と高いが、「自分たち保護者の立場として、負担をかけていることが心苦しい」と

の意識も30.6％となっている。 
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n

全体 (1,154)

1

92.8 

1

4.9 

1

2.3 

(%)

全体 n=1154

平成30年４月
以降生まれ

n=34

０歳 n=106

１歳 n=101

２歳 n=239

３歳 n=214

４歳 n=218

５歳 n=220

1.0

92.8

88.2

89.6

92.1

92.1

94.9

94.5

94.1

1.0

4.9

8.8

6.6

5.9

5.0

3.7

3.7

3.6

2.3

2.9

3.8

2.0

2.9

1.4

1.8

2.3

（６）子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる人（施設）の有無 

問12 あて名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいます

か。また、相談できる場所はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる人（施設）の有無は、「いる(ある)」が 92.8％、

「いない(ない)」が 4.9％となっている。 

 

 

子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる人（施設）の有無【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 全体数と年齢別の合計が一致しないのは、年齢の無回答の方がいるため。 

年齢別にみると、いずれの年齢も「いる(ある)」が 90％程度となっている。平成 30年４月以降生ま

れ及び０歳では、「いない（ない）」が３歳以上に比べて３～５ポイント高くなっている。 

 

い
る 

（
あ
る
） 

い
な
い 

（
な
い
） 

無
回
答 

い
る 

（
あ
る
） 

い
な
い 

（
な
い
） 

無
回
答 

(%) 
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n=(1,071)  

祖父母等の親族

友人・知人

近所の人

子育てふれあい広場、子ども広場、児童館など

子ども家庭支援センター

健康センター

保育士

幼稚園教諭

障がい児通所施設等

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

子育て・女性相談室

教育相談室

市役所の子育て関連窓口

その他

無回答

76.7

77.6

17.2

9.5

3.9

3.3

34.0

19.3

1.7

0.3

12.6

0.7

0.4

0.6

4.5

0.3

0 20 40 60 80 100 (%)

（７）子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる相談先 

問13 問12であて名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人（場

所）は「１．いる（ある）」に○をつけた方におたずねします。お子さんの子育て（教育

を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。当てはまる番号すべてに

○をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる相談先は、「友人・知人」(77.6％)と「祖父母等

の親族」(76.7％)が高く、これらに「保育士」が 34.0％で続いている。 
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（８）子育て（教育を含む）をする上で周囲に望むサポート 

問14 子育て（教育を含む）をする上で、周囲からどのようなサポートがあればよいとお考え

でしょうか。ご自由にお書きください。 

 

子育て（教育を含む）をする上で周囲に望むサポートとして、451 人から延べ 522 件の回答が寄せら

れた。なお、１人で２つ以上の内容を記入している場合もあるため、件数は延べ件数となる。 

 

教育・保育サービスについて 241 

一時預かりの充実・利便性の向上 146 

病児・病後児保育の充実・利便性の向上 32 

保育所の充実、保育環境の充実 28 

訪問型・自宅で子どもの面倒をみるサービス（ベビーシッターなど） 14 

延長保育・休日保育の充実・利便性の向上 11 

幼稚園・こども園の充実 5 

障がい児の教育・保育環境の充実 3 

待機児童の解消・保育所への入園のしやすさ 2 

交流・遊び場について 63 

保護者同士や子どもの交流の機会・場の提供 20 

児童館・図書館等施設の充実 13 

ふれあい広場・地域センター・子ども広場の充実 11 

安心して遊べる場の確保 8 

公園・広場・施設等遊び場の充実 7 

子ども家庭支援センターの充実について 4 

相談窓口について 61 

相談窓口の充実・気軽に相談できる体制づくり 34 

話を聞いてもらえる（子育て支援施設等）・家庭訪問など 27 

その他支援 157 

地域や社会の支援・見守り、NPO の活動 35 

家事・育児・送迎等のサポート 30 

情報提供の充実 19 

経済的支援 18 

職場の理解・子育て支援の充実 13 

医療機関の充実・医療費・予防接種費用の補助 5 

交通手段の充実 5 

未就学児のためのクラブ・講座・イベントの充実 5 

学童クラブの充実について 4 

多子世帯への支援 2 

その他 21 
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母親 n=1153

父親 n=1122

1.0

30.4

97.8

1.0

9.9

0.4

1.0

19.9

0.4

1.0

2.5

1.0

34.8

0.1

1.0

1.9

1.0

0.5

1.3

４．保護者の就労状況 

（１）保護者の就労状況 

問15 あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をおたずねし

ます。 

（１）母親【父子家庭の場合は記入は不要です】 当てはまる番号１つに○をつけてください。 

（２）父親【母子家庭の場合は記入は不要です】 当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の就労状況は、「以前は就労していたが、現在は就労していない」が 34.8％で高く、これに「フ

ルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」(30.4％)、「パート・アルバイト等で就

労しており、産休・育休・介護休業中ではない」(19.9％)が続いている。 

父親の就労状況は、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が 97.8％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フ
ル
タ
イ
ム
で
就
労
し
て
お

り
、
産
休
・
育
休
・
介
護
休
業

中
で
は
な
い 

フ
ル
タ
イ
ム
で
就
労
し
て
い
る

が
、
産
休
・
育
休
・
介
護
休
業

中
で
あ
る 

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
で
就

労
し
て
お
り
、
産
休
・
育
休
・

介
護
休
業
中
で
は
な
い 

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
で
就

労
し
て
い
る
が
、
産
休
・
育

休
・
介
護
休
業
中
で
あ
る 

以
前
は
就
労
し
て
い
た
が
、
現

在
は
就
労
し
て
い
な
い 

こ
れ
ま
で
就
労
し
た
こ
と
が
な

い 無
回
答 

(%) 
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平  均

母親 n=724 7.1

父親 n=1106 10.1

1.0

2.1

0.1

1.0

56.8

3.4

1.0

29.3

34.2

1.0

4.4

29.7

1.0

0.8

19.5

1.0

6.6

13.0

平  均

母親 n=724 4.6

父親 n=1106 5.2

1.0

1.7

1.0

1.9

0.2

1.0

7.9

0.3

1.0

11.5

0.4

1.0

65.3

67.5

1.0

4.8

19.4

1.0

0.3

1.6

1.0

6.6

10.7

（２）就労日数、就労時間 

問16 問15の（１）（２）で「１. フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度）で就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない」～「４. パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）で就

労しているが、産休・育休・介護休業中である」（就労している）に○をつけた方におたずねし

ます。１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をご記入

ください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてご記

入ください。 

   ※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてご記入ください。 

 

就労日数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の１週当たりの就労日数は、「５日」が 65.3％、「４日」が 11.5％で、平均 4.6 日／週となって

いる。 

父親の１週当たりの就労日数は、「５日」が 67.5％、「６日」が 19.4％で、平均 5.2 日／週となって

いる。 

 

就労時間／１日当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の１日当たりの就労時間は、「４時間以上８時間未満」が 56.8％、「８時間以上 10 時間未満」が

29.3％で、平均 7.1 時間／日となっている。 

父親の１日当たりの就労時間は、「８時間以上 10時間未満」が 34.2％、「10 時間以上 12時間未満」

が 29.7％、「12時間以上」が 19.5％で、平均 10.1 時間／日となっている。 

 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

４
時
間
未
満 

４
時
間
以
上

８
時
間
未
満 

８
時
間
以
上

10
時
間
未
満 

10

時
間
以
上

12
時
間
未
満 

12
時
間
以
上 

無
回
答 

(%) 

(%) 

（日/週） 

（時間/日） 
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（３）家を出る時刻、帰宅時刻 

問17 問15の（１）（２）で「１. フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度）で就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない」～「４. パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）で就

労しているが、産休・育休・介護休業中である」（就労している）に○をつけた方におたずねし

ます。 

 家を出る時刻と帰宅時刻をご記入ください。時刻が一定でない場合は、最も多いパター

ンについてご記入ください。 

   ※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてご記入ください。 

 

母親 

家を出る時刻  帰宅時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親が家を出る時刻は、「７時台」が 42.8％、「８時台」が 35.9％と高くなっている。帰宅時刻は、

「18時台」が 39.6％、「17 時台」が 24.4％と高くなっている。 

平  均 7.7

n=(724)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

0.7

3.6

42.8

35.9

10.2

1.8

0.1

0.7

0.3

0.4

-

-

0.1

-

0.1

-

-

-

3.2

0 10 20 30 40 50
(%)

平  均 17.3

n=(724)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

0.1

-

-

-

0.3

0.3

-

0.4

3.0

3.5

3.7

6.6

24.4

39.6

9.5

3.3

1.4

0.6

3.2

0 10 20 30 40 50
(%)
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平  均 7.1

n=(1,106)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

6.4

18.8

40.4

21.2

3.7

0.8

0.5

0.3

0.4

0.1

0.2

0.1

0.1

-

-

-

-

-

7.1

0 10 20 30 40 50
(%)

平  均 20.0

n=(1,106)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

1.4

-

0.2

0.1

-

0.3

0.3

0.1

0.2

0.1

0.1

0.5

2.2

8.2

16.3

19.2

19.3

24.5

7.1

0 5 10 15 20 25 30
(%)

父親 

家を出る時刻  帰宅時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親が家を出る時刻は、「７時台」が40.4％、「８時台」が21.2％、「６時台」が18.8％と高くなっている。

帰宅時刻は、「22時以降」が24.5％、「21時台」が19.3％、「20時台」が19.2％、「19時台」が16.3％と高

くなっている。 
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母親 n=259

父親 n=5

1.0

8.5

20.0

1.0

30.9

60.0

1.0

56.8

20.0

1.0

1.2

1.0

2.7

（４）フルタイムへの転換希望 

問18 問15の（１）（２）で「３. パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）で就労してお

り、産休・育休・介護休業中ではない」「４. パート・アルバイト等（「フルタイム」以

外）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である」（パート・アルバイト等で就労

している）に○をつけた方におたずねします。フルタイムへの転換希望はありますか。当

てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「パート・アルバイト等で就労している」人のフルタイムへの転換希望は、母親は、「パート・アル

バイト等の就労を続けることを希望する」が 56.8％で高く、これに「フルタイムへの転換希望はある

が、実現できる見込みはない」が 30.9％で続いている。 

父親は、５人のうち、３人が「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」と回

答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
転
換
希

望
が
あ
り
、
実
現
で
き
る

見
込
み
が
あ
る 

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
転
換
希

望
は
あ
る
が
、
実
現
で
き

る
見
込
み
は
な
い 

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等

の
就
労
を
続
け
る
こ
と
を

希
望
す
る 

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等

を
や
め
て
子
育
て
や
家
事

に
専
念
し
た
い 

無
回
答 

(%) 
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n

母親 ( 423)

1.0

15.1

1.0

41.8

1.0

20.1

1.0

22.9

n 平  均

母親 ( 177) 5.5

1

0.6 

1

2.3 

1

22.6 

1 

15.3 

1

7.3 

1 

14.7 

1 

36.2 

1 

1.1 

（５）就労希望 

問19 問15の（１）（２）で「５. 以前は就労していたが、現在は就労していない」「６. これ

まで就労したことがない」（就労していない、したことがない）に○をつけた方におたず

ねします。就労したいという希望はありますか。当てはまる番号・記号それぞれ１つに○

をつけ、該当する□内に数字でご記入ください。 

 

就労希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「就労していない、したことがない」母親の就労希望は、「１年以内ではないが、一番下の子どもが

□歳になったころに就労したい」が 41.8％と高くなっている。 

※父親は該当者１人で、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答している。 

 

 

就労を希望する時期（就労したいと思う子どもの年齢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「１年以内ではないが、一番下の子どもが□歳になったころに就労したい」という母親が就労を希

望する時期は、一番下の子どもが「３歳」が 22.6％、「４歳」が 15.3％、「６歳」が 14.7％、「７歳以

上」が 36.2％で、平均 5.5 歳となっている。 

※父親は該当者がいないため、掲載していない。

子
育
て
や
家
事
な
ど
に

専
念
し
た
い
（
就
労
の

予
定
は
な
い
） 

１
年
以
内
で
は
な
い

が
、
一
番
下
の
子
ど
も

が
□
歳
に
な
っ
た
こ
ろ

に
就
労
し
た
い 

す
ぐ
に
で
も
、
も
し
く

は
１
年
以
内
に
就
労
し

た
い 

無
回
答 

１
歳 

２
歳 

３
歳 

４
歳 

５
歳 

６
歳 

７
歳
以
上 

無
回
答 

(%) 

(%) 

（歳） 
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n

母親 ( 85)

1.0

7.1

1.0

92.9

n 平  均

母親 ( 79) 4.8

1

2.5 

1

96.2 

1

1.3 

n 平  均

母親 ( 79) 3.5

1

1.3 

1

8.9 

1

45.6 

1 

27.8 

1

13.9 

1 

1.3 

1 

1.3 

希望する就労形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」という母親が希望する就労形態は、「フルタイム」

が 7.1％、「パート・アルバイト等」が 92.9％となっている。 

※父親は該当者１人で、「フルタイム」と回答している。 

 

パート・アルバイト等で希望する就労日数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」という母親が希望する１週当たりの就労日数は、

「３日」が 45.6％、「４日」が 27.8％で、平均 3.5 日／週となっている。 

※父親は該当者がいないため、掲載していない。 

 

パート・アルバイト等で希望する就労時間／１日当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」という母親が希望する１日当たりの就労時間は、

「４時間以上８時間未満」が 96.2％と高く、平均 4.8 時間／日となっている。 

※父親は該当者がいないため、掲載していない。 

フ
ル
タ
イ
ム 

パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
等 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

４
時
間
未
満 

４
時
間
以
上

８
時
間
未
満 

８
時
間
以
上

10
時
間
未
満 

10
時
間
以
上

12
時
間
未
満 

12
時
間
以
上 

(%) 

(%) 

(%) 

（日/週） 

（時間/日） 
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n=(263)  

チャイルドコーナーや託児サービスが
あり、子ども連れでも求職活動や起業

準備、スキルアップができること

求職中でも利用しやすい保育事業（保
育所や預かり保育）があること

就職情報を探しやすく、就職相談が利
用しやすいこと

就労だけでなく子育てや生活について
も相談できる場所があること

仕事を始めた後に利用できる教育・保
育事業（保育所・幼稚園・預かり保育

等）があること

仕事を始めた後に利用できる病児・病
後児保育があること

その他

特にない

無回答

30.4

41.4

29.3

12.9

50.6

31.2

1.1

7.6

4.9

0 10 20 30 40 50 60
(%)

（６）就労の準備に必要な支援 

問19-1 問19（１）（２）で「２. １年以内ではないが、一番下の子どもが□歳になったころ

に就労したい」「３. すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」（就労を希望する）に

○をつけた方におたずねします。今後、就職活動や希望する就労に向けた準備の際に必要

な支援はどのようなことがありますか。当てはまる番号３つまでに○をつけてください。

【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労を希望している父母が就職活動や希望する就労に向けた準備の際に必要な支援としては、「仕事

を始めた後に利用できる教育・保育事業（保育所・幼稚園・預かり保育等）があること」が 50.6％で

高く、これに「求職中でも利用しやすい保育事業（保育所や預かり保育）があること」(41.4％)、「仕

事を始めた後に利用できる病児・病後児保育があること」(31.2％)、「チャイルドコーナーや託児サー

ビスがあり、子ども連れでも求職活動や起業準備、スキルアップができること」(30.4％)、「就職情報

を探しやすく、就職相談が利用しやすいこと」(29.3％)が続いている。 
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(%)

全体 n=1154

平成30年４月
以降生まれ

n=34

０歳 n=106

１歳 n=101

２歳 n=239

３歳 n=214

４歳 n=218

５歳 n=220

1.0

77.8

2.9

26.4

51.5

61.9

99.1

99.5

100.0

1.0

22.1

97.1

72.6

48.5

38.1

0.9

0.5

0.1

0.9

n

全体 (1,154)

1

77.8 

1

22.1 

1

0.1 

５．平日の定期的な教育・保育の事業の利用状況と利用希望 

（１）定期的な教育・保育の事業の利用の有無 

問20 あて名のお子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を利用

していますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

※ここでいう「定期的な教育・保育の事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を 

指します。具体的には、幼稚園や保育所など、問21に示している事業が含まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園や保育所などの定期的な教育・保育の事業を「利用している」世帯は 77.8％となっている。 

 

 

定期的な教育・保育の事業の利用の有無【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 全体数と年齢別の合計が一致しないのは、年齢の無回答の方がいるため。 

定期的な教育・保育の事業の利用の有無を年齢別にみると、３歳以上は「利用している」がほぼ全

数となっている。２歳では 61.9％、１歳では 51.5％、０歳では 26.4％となっている。 

利
用
し
て
い

る 利
用
し
て
い

な
い 

無
回
答 

利
用
し
て
い

る 利
用
し
て
い

な
い 

無
回
答 

(%) 
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n=(898)  

幼稚園（通常の就園時間の利用のみ
のもの）

幼稚園（幼稚園の預かり保育・アット
ホーム事業も利用）

認可保育所（公立・私立保育園）

認定こども園

小規模保育事業

家庭的保育事業（保育ママ）

事業所内保育事業

居宅訪問型保育事業

東京都認証保育所

認定家庭福祉員（保育ママ）

定期利用保育事業

企業主導型保育事業

その他の認可外の保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

20.8

12.8

50.1

9.4

0.3

0.4

0.4

-

3.2

0.4

-

0.4

0.1

1.2

2.7

0.7

0 10 20 30 40 50 60
(%)

（２）定期的に利用している事業 

問21 あて名のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通

じて定期的に利用している事業について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。

【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的に利用している教育・保育の事業は、「認可保育所（公立・私立保育園）」（50.1％）が高く、

これに、「幼稚園(通常の就園時間の利用のみのもの)」(20.8％)、「幼稚園(幼稚園の預かり保育・アッ

トホーム事業も利用)」(12.8％)、「認定こども園」(9.4％)が続いている。 
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ｎ

幼
稚
園

（
通
常
の
就
園
時
間
の
利
用
の

み
の
も
の

）

幼
稚
園

（
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
・

ア

ッ
ト
ホ
ー

ム
事
業
も
利
用

）

認
可
保
育
所

（
公
立
・
私
立
保
育
園

）

認
定
こ
ど
も
園

小
規
模
保
育
事
業

家
庭
的
保
育
事
業

（
保
育
マ
マ

）

事
業
所
内
保
育
事
業

居
宅
訪
問
型
保
育
事
業

東
京
都
認
証
保
育
所

認
定
家
庭
福
祉
員

（
保
育
マ
マ

）

定
期
利
用
保
育
事
業

企
業
主
導
型
保
育
事
業

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設

フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

無
回
答

全  体 898 20.8 12.8 50.1 9.4 0.3 0.4 0.4      - 3.2 0.4      - 0.4 0.1 1.2 2.7 0.7

平成30年４月以降生まれ 1      -      -      -      -      -      -      -      - 100.0      -      -      -      -      -      -      -

０歳 28      -      - 82.1 3.6 3.6      -      -      - 3.6      -      - 3.6      -      -      - 3.6

１歳 52      -      - 80.8 1.9 1.9      -      -      - 11.5 1.9      -      -      -      - 1.9      -

２歳 148 4.7 2.7 68.2 4.7 0.7 2.7 0.7      - 6.8 2.0      - 1.4      - 2.7 6.8 2.0

３歳 212 27.8 15.6 44.8 12.7      -      -      -      - 0.5      -      -      -      - 0.5 0.5      -

４歳 217 24.4 14.7 43.3 12.0      -      - 0.9      - 1.4      -      -      - 0.5 0.5 2.3 0.5

５歳 220 29.5 19.5 37.7 10.0      -      - 0.5      - 2.3      -      - 0.5      - 1.8 2.7 0.5

定期的に利用している事業【年齢別】 

 (%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 全体数と年齢別の合計が一致しないのは、年齢の無回答の方がいるため。 

定期的に利用している教育・保育の事業を年齢別にみると、０歳から５歳のいずれの年齢でも「認

可保育所（公立・私立保育園）」が高くなっているが、年齢が上がるとともに割合は減少している。ま

た、３歳以上は「幼稚園(通常の就園時間の利用のみのもの)」、「幼稚園(幼稚園の預かり保育・アット

ホーム事業も利用)」及び「認定こども園」を加えた割合が「認可保育所（公立・私立保育園）」を上

回っている。 
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n 平  均

現在 ( 898) 7.9

希望 ( 898) 8.6

1

2.7 

0.7 

1

36.2 

23.5 

1

29.7 

25.7 

1 

27.2 

19.5 

1

1.4 

4.7 

1 

2.8 

25.9 

n 平  均

現在 ( 898) 4.9

希望 ( 898) 5.0

1

2.4 

0.1 

1

0.6 

0.6 

1

1.2 

1.1 

1 

3.3 

2.1 

1

88.2 

67.3 

1 

2.8 

5.0 

1 

0.1 

1 

1.4 

23.7 

（３）利用日数、利用時間 

問22 平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用しています

か。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。１週当たり何日、１日当たり何時

間（何時から何時まで）かを、□内に具体的な数字でご記入ください。         

※複数利用している方は、合計した時間をご記入ください。 

 

利用日数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日に定期的に利用している教育・保育の事業の１週当たりの利用日数は、「５日」が 88.2％を占め、

平均 4.9 日／週となっている。 

利用希望日数も「５日」が 67.3％を占め、平均 5.0 日／週となっている。 

 

 

利用時間／１日当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日に定期的に利用している教育・保育の事業の１日当たりの利用時間は、「４時間以上８時間未

満」が 36.2％、「８時間以上 10 時間未満」が 29.7％、「10時間以上 12 時間未満」が 27.2％で、平均

7.9 時間／日となっている。 

利用希望時間は、「４時間以上８時間未満」が 23.5％、「８時間以上 10時間未満」が 25.7％、「10 時

間以上 12時間未満」が 19.5％で、平均 8.6 時間／日となっている。 

 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

４
時
間
未
満 

４
時
間
以
上

８
時
間
未
満 

８
時
間
以
上

10
時
間
未
満 

10

時
間
以
上

12
時
間
未
満 

12
時
間
以
上 

無
回
答 

(%) 

(%) 

（日/週） 

（時間/日） 
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平  均 8.5

n=(898)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

20.4

39.6

34.5

1.9

0.1

-

0.1

0.4

-

0.1

-

0.1

-

-

-

-

2.7

0 10 20 30 40 50
(%)

平  均 16.3

n=(898)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

-

0.1

0.2

0.2

0.6

1.1

8.4

19.7

3.1

10.1

24.4

24.5

4.7

0.3

-

-

2.6

0 5 10 15 20 25 30
(%)

平  均 8.3

n=(898)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

0.2

16.1

32.2

24.5

0.4

-

-

0.1

0.1

-

-

-

0.1

-

-

-

-

26.2

0 5 10 15 20 25 30 35
(%)

平  均 16.9

n=(898)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

-

0.1

-

-

0.1

0.3

0.7

6.3

9.7

11.1

18.7

16.8

8.1

1.8

0.1

-

26.1

0 5 10 15 20 25 30
(%)

利用している時間帯【現在】 

開始時間 終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日に利用している教育・保育の事業の利用開始時間は「８時台」が 39.6％、「９時台」が 34.5％、

「７時台」が 20.4％と高く、終了時間は「18 時台」が 24.5％、「17 時台」が 24.4％、「14時台」が

19.7％と高くなっている。 

 

利用している時間帯【希望】 

開始時間 終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望開始時間は「８時台」が 32.2％、「９時台」が 24.5％、「７時台」が 16.1％と高く、終了時間は、

「17時台」が 18.7％、「18 時台」が 16.8％、「16時台」が 11.1％と高くなっている。 
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n

全体 ( 898)

1

92.8 

1

6.8 

1

0.4 

n=(898)  

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が現在
就労している

子育て（教育を含む）をしている方が就労
予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が家族
や祖父母等の親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方が病気
や障がいがある

子育て（教育を含む）をしている方が学生
である

その他

無回答

56.1

65.9

1.7

1.0

0.6

-

1.2

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

（４）利用している教育・保育の事業の実施場所 

問23 現在利用している教育・保育の事業の実施場所について、もっとも当てはまる番号１つ

に○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在利用している教育・保育の事業の実施場所は、「小平市内」が 92.8％、「市外」が 6.8％となっ

ている。 

 

 

（５）定期的に教育・保育の事業を利用している理由 

問24 平日に定期的に教育・保育の事業を利用している理由についておたずねします。主な理

由として当てはまる番号すべてに○をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日に定期的に教育・保育の事業を利用している理由は、「子育て(教育を含む)をしている方が現在

就労している」が 65.9％で高く、これに「子どもの教育や発達のため」が 56.1％で続いている。 

 

小
平
市
内 

市
外 

無
回
答 

(%) 
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n=(255)  

利用する必要がない（子どもの教育や発達のた
め、保護者のどちらかが就労していないなど）

子どもの祖父母等の親族がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、教育・保育の事業に空きがない

利用したいが、経済的な理由で事業を利用でき
ない

利用したいが、延長・夜間などの時間帯の条件
が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、納得でき
る事業がない

子どもがまだ小さいため（□歳くらいになったら
利用しようと考えている）

その他

無回答

55.7

3.5

0.4

19.6

5.1

0.4

0.4

31.0

13.3

1.6

0 10 20 30 40 50 60
(%)

n 平  均

全体 ( 79) 2.8

1

19.0 

1

7.6 

1

51.9 

1 

11.4 

1

10.1 

（６）定期的に教育・保育の事業を利用していない理由 

問25 問20で定期的な教育・保育の事業を「２．利用していない」に○をつけた方におたずね

します。利用していない理由は何ですか。主な理由として当てはまる番号すべてに○をつ

けてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的な教育・保育の事業を利用していない理由は、「利用する必要がない(子どもの教育や発達の

ため、保護者のどちらかが就労していないなど)」が 55.7％と高く、これに「子どもがまだ小さいため

(□歳くらいになったら利用しようと考えている)」が 31.0％で続く。 

 

 

利用しようと考えている子どもの年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的な教育・保育の事業を利用していない理由として「子どもがまだ小さいため(□歳くらいに

なったら利用しようと考えている)」と回答した人が教育・保育の事業を利用しようと考えている子ど

もの年齢は、「３歳」が 51.9％、「１歳」が 19.0％となっている。 

１
歳 

２
歳 

３
歳 

４
歳
以
上 

無
回
答 

(%) 
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n=(1,154)  

幼稚園（通常の就園時間の利用のみ
のもの）

幼稚園（幼稚園の預かり保育・アット
ホーム事業も利用）

認可保育所（公立・私立保育園）

認定こども園

小規模保育事業

家庭的保育事業（保育ママ）

事業所内保育事業

居宅訪問型保育事業

東京都認証保育所

認定家庭福祉員（保育ママ）

定期利用保育事業

企業主導型保育事業

その他の認可外の保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

14.6

36.9

50.4

20.2

1.9

2.8

2.3

1.3

5.0

2.3

2.0

1.2

0.8

7.8

1.5

7.0

0 10 20 30 40 50 60
(%)

（７）定期的に利用したい教育・保育の事業 

問 26 すべての方におたずねします。現在利用している、利用していないにかかわらず、あて名の

お子さんの平日の教育・保育の事業として、定期的に利用したいと考える事業について、現在の

希望と、３歳から５歳までの教育・保育の無償化が実現した場合、それぞれに当てはまる事業す

べてに○をつけてください。【複数回答】 

 

現在の希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日の教育・保育の事業として定期的に利用したい事業は、「認可保育所（公立・私立保育園）」が

50.4％で高く、これに「幼稚園(幼稚園の預かり保育・アットホーム事業も利用)」が 36.9％、「認定こ

ども園」が 20.2％、「幼稚園(通常の就園時間の利用のみのもの)」が 14.6％で続いている。 
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n=(1,154)  

幼稚園（通常の就園時間の利用のみ
のもの）

幼稚園（幼稚園の預かり保育・アット
ホーム事業も利用）

認可保育所（公立・私立保育園）

認定こども園

小規模保育事業

家庭的保育事業（保育ママ）

事業所内保育事業

居宅訪問型保育事業

東京都認証保育所

認定家庭福祉員（保育ママ）

定期利用保育事業

企業主導型保育事業

その他の認可外の保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

8.9

52.9

50.7

25.9

3.0

4.6

3.7

4.7

7.0

4.0

3.6

3.1

2.3

13.9

1.5

8.1

0 10 20 30 40 50 60
(%)

３歳から５歳までの無償化が実現した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３歳から５歳までの教育・保育の事業の無償化が実現した場合に利用したい事業は、「幼稚園(幼稚

園の預かり保育・アットホーム事業も利用)」(52.9％)、「認可保育所（公立・私立保育園）」(50.7％)

が高く、これらに「認定こども園」(25.9％)が続いている。 
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n

全体 (1,154)

1

94.4 

1

3.4 

1

2.3 

n

全体 ( 471)

1

60.9 

1

31.0 

1

8.1 

（８）利用したい実施場所 

問27 教育・保育の事業を利用したい場所について、もっとも当てはまる番号１つに○をつけ

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）幼稚園の強い利用希望の有無 

問28 問26で「１．幼稚園（幼稚園(通常の就園時間の利用のみ）」または「２．幼稚園の預か

り保育・アットホーム事業も利用」に○をつけ、かつ「３. 認可保育所（公立・私立保育

園）」～「１５. その他」にも○をつけた方にうかがいます。特に幼稚園（幼稚園の預か

り保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望しますか。当てはまる番号に○

をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日の教育・保育の事業の利用希望者のうち、「特に幼稚園(幼稚園の預かり保育をあわせて利用す

る場合を含む)の利用を希望する」という人は、60.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小
平
市
内 

市
外 

無
回
答 

は
い 

い
い
え 

無
回
答 

(%) 

(%) 
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n 平  均

子ども広場 ( 151) 1.6

子ども家庭
支援センター

( 98) 1.4

子育てふれあい広場 ( 135) 1.4

1

15.9 

7.1 

20.0 

1

5.3 

2.0 

3.7 

1

2.6 

1.0 

2.2 

1 

0.7 

0.7 

1

75.5 

89.8 

73.3 

n=(1,154)  

子ども広場

子ども家庭支援センター

子育てふれあい広場

利用していない

無回答

13.1

8.5

11.7

76.4

3.1

0 20 40 60 80 100 (%)

６．地域子育て支援拠点事業の利用状況と利用希望 

（１）地域子育て支援拠点事業の利用状況 

問29 あて名のお子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業（子ども広場、子ども家庭支援セ

ンター、子育てふれあい広場）を利用していますか。当てはまる番号すべてに○をつけて

ください。【複数回答】 

また、おおよその利用回数（頻度）を□内に数字でご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域子育て支援拠点事業の利用状況は、「利用していない」が 76.4％と高く、「子ども広場」が

13.1％、「子育てふれあい広場」が 11.7％、「子ども家庭支援センター」が 8.5％となっている。 

 

 

利用回数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域子育て支援拠点事業の１週当たり平均利用回数は、「子ども広場」が 1.6 回／週、「子ども家庭

支援センター」と「子育てふれあい広場」が 1.4 回／週となっている。 

 

 

１
回 

２
回 

３
回 

４
回
以
上 

無
回
答 

(%) 

（回/週） 
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n

全体 (1,154)

1

19.5 

1

7.4 

1

67.2 

1 

5.9 

n 平  均

子ども広場 ( 151) 2.0

子ども家庭
支援センター ( 98) 1.5

子育てふれあい広場 ( 135) 1.6

1

36.4 

33.7 

35.6 

1

15.2 

13.3 

14.8 

1

5.3 

4.1 

3.0 

1 

5.3 

2.0 

3.0 

1

2.0 

0.7 

1 

35.8 

46.9 

43.0 

利用回数（１ヶ月当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域子育て支援拠点事業の１ヶ月当たり平均利用回数は、「子ども広場」が 2.0 回／月、「子育てふ

れあい広場」が 1.6 回／月、「子ども家庭支援センター」が 1.5 回／月となっている。 

 

 

（２）今後の利用希望と利用したい回数 

問30 問29のような地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、できれば今後

利用したい、あるいは利用回数を増やしたいと思いますか。当てはまる番号１つに○をつ

け、おおよその利用回数（頻度）を□内に数字でご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域子育て支援拠点事業の利用希望は、「利用していないが、今後利用したい」(19.5％)と「すでに

利用しているが、今後利用日数を増やしたい」(7.4％)合計で 26.9％となっている。 

 

 

 

１
回 

２
回 

３
回 

４
回 

５
回
以
上 

無
回
答 

利
用
し
て
い
な
い
が
、

今
後
利
用
し
た
い 

す
で
に
利
用
し
て
い
る

が
、
今
後
利
用
日
数
を

増
や
し
た
い 

新
た
に
利
用
し
た
り
、

利
用
回
数
を
増
や
し
た

い
と
は
思
わ
な
い 

無
回
答 

(%) 

(%) 

（回/月） 
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n 平  均

今後利用したい ( 225) 2.2

今後利用日数を増やしたい ( 85) 3.1

1

29.8 

12.9 

1

22.7 

25.9 

1

8.9 

9.4 

1 

10.2 

3.5 

1

3.6 

12.9 

1 

24.9 

35.3 

n 平  均

今後利用したい ( 225) 1.3

今後利用日数を増やしたい ( 85) 1.6

1

34.2 

30.6 

1

3.6 

12.9 

1

2.2 

3.5 

1 

1.3 

1.2 

1

58.7 

51.8 

利用したい回数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

１週当たりの平均希望利用回数は、「今後利用したい」という人で 1.3 回／週、「今後利用日数を増

やしたい」人の更に増やしたい回数は、1.6 回／週となっている。 
 

利用したい回数／１ヶ月当たり 
 

 

 

 

 

 

 

１ヶ月当たりの平均希望利用回数は、「今後利用したい」という人で 2.2 回／月、「今後利用日数を

増やしたい」人の更に増やしたい回数は、3.1 回／月となっている。 
 

（３）利用しない理由 

問30-1 問30で「１. 利用していないが、今後利用したい」または「３. 新たに利用したり、

利用回数を増やしたいとは思わない」に○をつけた方にうかがいます。現在、地域子育て

支援拠点事業を利用していない、または今後利用回数を増やしたいとは思わない理由は何

ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域子育て支援拠点事業を利用していない、または今後利用回数を増やしたいとは思わない理由は、

「保育所や幼稚園などを、定期的に利用している」が 61.0％で高く、これに「特に利用する必要性を

感じない」が 28.6％、「自宅から遠い」が 21.2％、「子どもの年齢が大きく、室内では遊びづらい」が

15.6％、「施設の内容や利用方法がわからない」が 14.1％で続いている。 

１
回 

２
回 

３
回 

４
回 

以
上 

無
回
答 

１
回 

２
回 

３
回 

４
回 

５
回 

以
上 

無
回
答 

n=(1,001)  

保育所や幼稚園などを、定期的に
利用している

自宅から遠い

施設の内容や利用方法がわからない

自分が施設の利用対象になるのかが
わからない

子どもの年齢が大きく、室内では
遊びづらい

地域の子育てサークルに参加している

特に利用する必要性を感じない

その他

無回答

61.0

21.2

14.1

4.9

15.6

2.6

28.6

19.5

3.5

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

(%) 

(%) 

（回/週） 

（回/月） 
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n

(1,154)

（１）子ども家庭支援センター

（２）障がい児通所施設

（３）健康センターの相談や事業

（４）保育課窓口

（５）家庭教育に関する学級・講座

（６）児童館

（７）子育て・女性相談室

（８）教育相談室

（９）保育所の園庭開放や行事

（10）幼稚園の園庭開放や行事

（11）地域の子育てサークル

（12）子どもショートステイ

（13）ファミリー・サポート・
　　　センター

（14）子育てガイド
　　　（子育て情報誌）

（15）赤ちゃん・ふらっと

（16）公民館・図書館の
　　　講座・講演会

1.0

71.2

48.3

87.0

75.3

27.2

91.8

51.7

34.1

84.0

68.1

48.8

25.7

75.0

64.4

27.2

72.0

1.0

24.1

47.7

8.5

20.3

68.2

4.2

44.3

61.4

11.9

27.8

47.1

70.6

21.4

31.6

68.8

24.3

1.0

4.7

4.1

4.5

4.4

4.6

4.0

4.0

4.4

4.2

4.1

4.2

3.6

3.6

4.0

4.0

3.7

（４）各種支援事業の認知状況、利用状況、利用希望 

問31 下記の事業で知っているもの、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したいと

思うものについておたずねします。（1）～（16）の事業ごとのＡ～Ｃの項目について、

「はい」「いいえ」どちらかに○をつけてください。 

 

Ａ 各種支援事業の認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種支援事業の認知状況（知っている）は、「児童館」(91.8％)と「健康センターの相談や事業」

(87.0％)が高く、これらに「保育所の園庭開放や行事」(84.0％)、「保育課窓口」(75.3％)、「ファミ

リー・サポート・センター」(75.0％)、「公民館・図書館の講座・講演会」(72.0％)、「子ども家庭支

援センター」(71.2％)が続いている。 

は
い 

(

知
っ
て
い
る) 

い
い
え 

(

知
ら
な
い) 

無
回
答 

(%) 
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n

(1,154)

（１）子ども家庭支援センター

（２）障がい児通所施設

（３）健康センターの相談や事業

（４）保育課窓口

（５）家庭教育に関する学級・講座

（６）児童館

（７）子育て・女性相談室

（８）教育相談室

（９）保育所の園庭開放や行事

（10）幼稚園の園庭開放や行事

（11）地域の子育てサークル

（12）子どもショートステイ

（13）ファミリー・サポート・
　　　センター

（14）子育てガイド
　　　（子育て情報誌）

（15）赤ちゃん・ふらっと

（16）公民館・図書館の
　　　講座・講演会

1.0

33.4

3.1

57.7

47.1

8.5

69.0

6.5

5.4

43.8

33.9

17.4

0.6

13.0

40.6

9.4

31.1

1.0

57.5

86.0

35.7

45.8

80.5

26.2

83.5

83.9

49.1

58.7

73.2

89.3

79.2

50.4

80.4

60.9

1.0

9.0

10.8

6.6

7.2

11.0

4.9

10.0

10.7

7.0

7.5

9.4

10.1

7.8

9.0

10.1

8.0

Ｂ 各種支援事業のこれまでの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種支援事業の利用経験は、「児童館」（69.0％）が高く、「健康センターの相談や事業」（57.7％)、

「保育課窓口」(47.1％)、「保育所の園庭開放や行事」(43.8％)、「子育てガイド」(40.6％)、「幼稚園

の園庭開放や行事」(33.9％)、「子ども家庭支援センター」(33.4％)、「公民館・図書館の講座・講演

会」(31.1％)の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

は
い 

(

利
用
し
た
こ

と
が
あ
る) 

い
い
え 

(

利
用
し
た
こ

と
は
な
い) 

無
回
答 

(%) 
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n

(1,154)

（１）子ども家庭支援センター

（２）障がい児通所施設

（３）健康センターの相談や事業

（４）保育課窓口

（５）家庭教育に関する学級・講座

（６）児童館

（７）子育て・女性相談室

（８）教育相談室

（９）保育所の園庭開放や行事

（10）幼稚園の園庭開放や行事

（11）地域の子育てサークル

（12）子どもショートステイ

（13）ファミリー・サポート・
　　　センター

（14）子育てガイド
　　　（子育て情報誌）

（15）赤ちゃん・ふらっと

（16）公民館・図書館の
　　　講座・講演会

1.0

29.9

4.9

41.0

40.8

33.7

68.5

26.0

32.7

40.6

45.0

26.9

17.1

35.9

46.9

20.2

54.1

1.0

56.6

81.6

47.4

46.9

52.7

22.0

61.4

54.3

48.4

44.2

60.9

71.0

53.7

41.3

67.9

35.3

1.0

13.5

13.5

11.6

12.3

13.6

9.4

12.7

13.0

11.1

10.8

12.1

12.0

10.4

11.8

12.0

10.7

Ｃ 各種支援事業の今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種支援事業の利用希望（利用したい）は、「児童館」（68.5％）が高く、これに、「公民館・図書館

の講座・講演会」(54.1％)、「子育てガイド」（46.9％）、「幼稚園の園庭開放や行事」(45.0％)、「健康

センターの相談や事業」(41.0％）、「保育課窓口」(40.8％)、「保育所の園庭開放や行事」(40.6％) が

続いている。 

 

 

 

は
い 

(

利
用
し
た
い) 

い
い
え 

(

利
用
し
た
い

と
は
思
わ
な
い) 

無
回
答 

(%) 
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土曜日 n=1154

日曜・祝日 n=1154

1.0

86.8

98.4

1.0

4.2

0.1

1.0

8.3

0.9

1.0

0.7

0.6

７．土曜日・休日や長期休暇中の定期的な教育・保育の事業の利用状況と利
用希望 

（１）土曜日と日曜日・祝日の利用状況と利用時間帯 

問32 あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、年間を通じて定期的な教育・保

育の事業を利用していますか（一時的な利用は除きます）。当てはまる番号１つに○をつ

け、利用している場合は、その時間帯を□内に数字でご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日の教育・保育の事業の利用状況は、「利用していない」が 86.8％と高く、これに、「月に１～

２回利用している」が 8.3％、「ほぼ毎週利用している」が 4.2％となっている。 

日曜日・祝日は、「利用していない」が 98.4％と高く、「月に１～２回利用している」が 0.9％、「ほ

ぼ毎週利用している」が 0.1％となっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利
用
し
て
い

な
い 

ほ
ぼ
毎
週
利

用
し
て
い
る 

月
に
１
～
２

回
は
利
用
し

て
い
る 

無
回
答 

(%) 

日曜日・祝日 
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利用している時間帯 土曜日 

 開始時間  終了時間 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日の利用開始時間は、「８時台」が 41.7％、「７時台」が 30.6％、「９時台」が 24.3％。終了時

間は、「18時台」が 40.3％、「17 時台」が 34.7％となっている。 

 

 

利用している時間帯 日曜日・祝日 

 開始時間  終了時間 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日曜日・祝日の利用開始時間は、「８時台」が 54.5％、「９時台」と「13時台」が 18.2％。終了時間

は、「17 時台」が 45.5％、「18時台」が 27.3％、「15 時台」が 18.2％となっている。 

 

平  均 8.1

n=(144)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

-

-

30.6

41.7

24.3

1.4

0.7

-

0.7

0.7

-

-

-

-

-

-

-

-

0 10 20 30 40 50
(%)

平  均 17.0

n=(144)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

-

-

-

-

-

-

2.1

2.8

1.4

2.1

2.1

9.0

34.7

40.3

5.6

-

-

-

0 10 20 30 40 50
(%)

平  均 9.0

n=(11)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

-

-

9.1

54.5

18.2

-

-

-

18.2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

0 10 20 30 40 50 60
(%)

平  均 17.1

n=(11)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

18.2

-

45.5

27.3

9.1

-

-

-

0 10 20 30 40 50
(%)
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n 平  均

全体 ( 121) 27.0

1

3.3 

1

12.4 

1

25.6 

1 

24.8 

1

31.4 

1 

2.5 

n=(144)  

幼稚園（通常の就園時間の利用のみのもの）

幼稚園（幼稚園の預かり保育・アットホーム事業も利
用）

認可保育所（公立・私立保育園）

認定こども園

小規模保育事業

家庭的保育事業（保育ママ）

事業所内保育事業

居宅訪問型保育事業

東京都認証保育所

認定家庭福祉員（保育ママ）

定期利用保育事業

企業主導型保育事業

その他の認可外の保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

1.4

1.4

84.0

1.4

1.4

0.7

4.2

0.7

2.8

0.7

0.7

2.1

2.8

2.1

6.9

2.1

0 20 40 60 80 100
(%)

（２）利用している事業 

問33 問32の（１）（２）で「２. ほぼ毎週利用している 」「３. 月に１～２回は利用してい

る」（利用している）に○をつけた方におたずねします。土曜日と日曜日・祝日にどのよ

うな教育・保育の事業を利用していますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、１年間で

利用する日数を□内に数字でご記入ください。【複数回答】 

 

利用している事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日と日曜日・祝日に利用している事業は、「認可保育所（公立・私立保育園）」が 84.0％と高い。 

 

 

認可保育所利用日数／年 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日と日曜日・祝日に利用している「認可保育所（公立・私立保育園）」の年間平均利用日数は

27.0 日／年となっている。 

１
～
４
日             

５
～
９
日             

10
～
19
日             

20
～
29
日             

30
日
以
上             

無
回
答 

(%) 

（日/年） 
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n

全体 (1,154)

1

79.5 

1

1.6 

1

14.0 

1 

4.9 

n

全体 (1,154)

1

64.7 

1

6.3 

1

25.1 

1 

3.8 

n

全体 ( 144)

1

91.0 

1

7.6 

1

1.4 

（３）事業の実施場所 

問34 問32の（１）（２）で「２. ほぼ毎週利用している 」「３. 月に１～２回は利用してい

る」（利用している）に○をつけた方におたずねします。土曜日と日曜日・祝日の教育・

保育の事業の実施場所について、もっとも当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 土曜日と日曜日・祝日に利用している事業の実施場所は、「小平市内」が 91.0％、「市外」が 7.6％

となっている。 

 

（４）土曜日と日曜日・祝日の利用希望と利用したい時間帯 

問35 あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の事業の利

用を希望しますか（一時的な利用は除きます）。当てはまる番号１つに○をつけ、希望が

ある場合は、利用したい時間帯を□内に数字でご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 土曜日の教育・保育の事業の利用希望については、「利用する必要はない」が 64.7％、「月に１～２

回利用したい」が 25.1％、「ほぼ毎週利用したい」が 6.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日曜日・祝日については、「利用する必要はない」が 79.5％、「月に１～２回利用したい」が 14.0％、

「ほぼ毎週利用したい」が 1.6％となっている。 

小
平
市
内 

市
外 

無
回
答 

利
用
す
る
必

要
は
な
い 

ほ
ぼ
毎
週
利

用
し
た
い 

月
に
１
～
２

回
は
利
用
し

た
い 

無
回
答 

利
用
す
る
必

要
は
な
い 

ほ
ぼ
毎
週
利

用
し
た
い 

月
に
１
～
２

回
は
利
用
し

た
い 

無
回
答 

(%) 

(%) 

(%) 
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平  均 8.4

n=(363)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

0.3

23.7

28.7

36.1

6.1

0.3

0.8

1.1

0.6

-

-

-

-

-

-

-

-

2.5

0 10 20 30 40
(%)

平  均 16.8

n=(363)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

-

-

0.3

-

0.8

3.3

2.2

3.9

6.6

12.7

28.9

30.9

6.9

1.1

-

-

2.5

0 5 10 15 20 25 30 35
(%)

平  均 8.5

n=(180)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

0.6

18.9

30.6

36.7

6.7

-

1.1

0.6

1.1

-

-

-

-

-

-

-

-

3.9

0 10 20 30 40
(%)

平  均 17.0

n=(180)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

-

-

-

-

0.6

2.2

1.1

2.2

6.7

12.2

28.3

32.8

7.8

2.2

-

-

3.9

0 5 10 15 20 25 30 35
(%)

利用したい時間帯 土曜日 

 開始時間  終了時間 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日の利用開始希望時間は「９時台」が 36.1％、「８時台」が 28.7％、「７時台」が 23.7％。終了

希望時間は「18 時台」が 30.9％、「17 時台」が 28.9％、「16時台」が 12.7％となっている。 

 

利用したい時間帯 日曜日・祝日 

 開始時間  終了時間 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜日・祝日の利用開始希望時間は「９時台」が 36.7％、「８時台」が 30.6％、「７時台」が 18.9％。

終了希望時間は「18 時台」が 32.8％、「17 時台」が 28.3％、「16時台」が 12.2％となっている。 
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n=(327)  

週に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて
済ませるため

親等の親族の介護や手伝いが必要な
ため

息抜きのため

その他

無回答

56.0

40.7

3.7

33.0

16.2

3.4

0 10 20 30 40 50 60 (%)

（５）たまに利用したい理由 

問36 問35の土曜日または日曜日・祝日で「３. 月に１～２回は利用したい」に○をつけた方

におたずねします。毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。当てはまる番号す

べてに○をつけてください 【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日または日曜日・祝日の教育・保育の事業を月に１～２回は利用したいという理由は、「週に数

回仕事が入るため」が 56.0％で高く、これに「平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため」

が 40.7％、「息抜きのため」が 33.0％で続いている。 
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n

全体 ( 221)

1

82.8 

1

15.8 

1

1.4 

（６）幼稚園利用者の長期休暇中の教育・保育の事業の利用状況 

問37 あて名のお子さんについて、現在、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中に教育・保育

の事業を利用していますか。当てはまる番号１つに○をつけ、利用している場合は、その

時間帯を□内に数字でご記入ください。 

利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園利用者の長期休暇中における教育・保育の事業利用状況は、「利用していない」が 82.8％、

「休みの期間中、週に数日利用している」が 15.8％となっている。 

 

 

利用している時間帯 

開始時間 終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期休暇中の教育・保育の事業の利用開始時間は「９時台」が 68.6％、「８時台」が 31.4％。終了

時間は「17 時台」が 37.1％、「16 時台」が 31.4％、「15時台」が 17.1％となっている。 

 

利
用
し
て
い

な
い 

休
み
の
期
間

中
、
週
に
数

日
利
用
し
て

い
る 

無
回
答 

(%) 

平  均 8.7

n=(35)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

-

-

-

31.4

68.6

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

0 20 40 60 80 (%)

平  均 16.2

n=(35)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

-

-

-

-

-

-

-

5.7

17.1

31.4

37.1

5.7

-

-

-

-

2.9

0 10 20 30 40 (%)
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平  均
幼稚園の預かり保
育・アットホーム事
業

n=34 26.4

1.0

5.9

1.0

14.7

1.0

26.5

1.0

14.7

1.0

29.4

1.0

8.8

（７）幼稚園利用者が長期休暇中に利用している教育・保育の事業 

問38 問37で「２. 利用している」に○をつけた方におたずねします。夏休み・冬休みなど長

期の休暇期間中にどのような教育・保育の事業を利用していますか。当てはまる番号すべ

てに○をつけ、１年間で利用する日数を□内に数字でご記入ください。【複数回答】 

 

利用している教育・保育の事業 

n=(35)  

幼稚園の預かり保育・アットホーム事
業

認可保育所の一時預かり事業

その他の認可外の保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

97.1

2.9

-

2.9

-

0 20 40 60 80 100 (%)

 

幼稚園利用者が長期休暇中に利用している教育・保育の事業は、「幼稚園の預かり保育・アットホー

ム事業」が 97.1％と高く、「認可保育所の一時預かり事業」と「ファミリー・サポート・センター」が

2.9％となっている。 

 

 

利用日数／年 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園利用者が長期休暇中に利用している「幼稚園の預かり保育・アットホーム事業」の年間平均

利用日数は 26.4 日／年となっている。 

 

１
～
４
日 

５
～
９
日 

10
～
19
日 

20
～
29
日 

30
日
以
上 

無
回
答 

(%) 

（日/年） 
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n

全体 ( 221)

1

48.0 

1

5.0 

1

46.2 

1 

0.9 

平  均 8.9

n=(113)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

-

15.9

72.6

8.8

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

2.7

0 20 40 60 80
(%)

平  均 15.6

n=(113)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

-

-

-

-

0.9

3.5

0.9

13.3

25.7

24.8

21.2

6.2

-

0.9

-

-

2.7

0 5 10 15 20 25 30
(%)

（８）幼稚園利用者の長期休暇中の教育・保育の事業の利用希望と利用したい時間帯 

問39 あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の事業

の利用を希望しますか。当てはまる番号１つに○をつけ、希望がある場合は、利用したい

時間帯を□内に数字でご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園利用者の長期休暇中における教育・保育の事業の利用意向は、「利用する必要はない」が

48.0％、「休みの期間中、週に数日利用したい」が 46.2％、「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」が

5.0％となっている。 

 

利用したい時間帯 

 開始時間  終了時間 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用開始希望時間は「９時台」が 72.6％と高くなっている。終了希望時間は「15時台」が 25.7％、

「16時台」が 24.8％、「17 時台」が 21.2％となっている。 

 

利
用
す
る
必
要
は

な
い 

休
み
の
期
間
中
、

ほ
ぼ
毎
日
利
用
し

た
い 

休
み
の
期
間
中
、

週
に
数
日
利
用
し

た
い 

無
回
答 

(%) 
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n

全体 ( 898)

1

80.5 

1

17.8 

1

1.7 

n=(102)  

週に数回仕事が入るため

買い物等の用事をまとめて済ませる
ため

親等の親族の介護や手伝いが必要な
ため

息抜きのため

その他

無回答

19.6

70.6

2.9

58.8

23.5

2.0

0 20 40 60 80 (%)

（９）幼稚園利用者が長期休暇中に教育・保育の事業をたまに利用したい理由 

問40 問39で「３.休みの期間中、週に数日利用したい」に○をつけた方におたずねします。

毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてく

ださい。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園利用者が長期休暇中に教育・保育の事業をたまに利用したい理由は、「買い物等の用事をまと

めて済ませるため」が 70.6％で高く、これに「息抜きのため」が 58.8％で続いている。 

 

 

８．お子さんが病気の際の対応 

（１）この１年間に病気やケガで通常の事業が利用できなかったことの有無 

問41～問47は、問20で幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を平日利用し

ていると答えた方（「１.利用している」に○をつけた方）におたずねします。 

問41 この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育の事業が

利用できなかったことはありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ
っ
た 

な
か
っ
た 

無
回
答 

(%) 
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n=(723)  

父親が休んだ

母親が休んだ

　　（同居者を含む）親族・知人に子どもを
みてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が
子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

39.1

74.4

32.4

23.9

9.5

2.2

2.2

2.5

4.0

1.0

0 20 40 60 80
(%)

（２）病気やケガで通常の事業が利用できなかった際の対処方法と日数 

問42 問41でこの１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育の

事業が利用できなかったことが「１.あった」に○をつけた方におたずねします。あて名

のお子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合

に、この１年間に行った対処方法として当てはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日

数も□内に数字でご記入ください（半日程度の対応の場合も１日と計算してください）。

【複数回答】 

 

対処方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気やケガで教育・保育の事業が利用できなかった場合の対処方法としては、「母親が休んだ」が

74.4％と高く、これに「父親が休んだ」が 39.1％、「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみても

らった」が 32.4％、「父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた」が 23.9％で続いている。 
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平  均

父親が休んだ n=283 4.2

母親が休んだ n=538 8.6

（同居者を含む）親族・知人
に子どもをみてもらった n=234 6.1

父親又は母親のうち就労し
ていない方が子どもをみた n=173 8.1

病児・病後児の保育を利用
した n=69 4.7

ベビーシッターを利用した n=16 3.0

ファミリー・サポート・セン
ターを利用した n=16 4.3

仕方なく子どもだけで留守
番をさせた n=18 2.3

その他 n=29 16.8

1.0

60.1

30.9

47.9

36.4

37.7

12.5

6.3

27.8

31.0

1.0

22.6

29.4

21.8

22.0

30.4

6.3

12.5

5.6

10.3

1.0

10.2

25.7

15.8

20.2

11.6

3.4

1.0

1.4

7.4

4.3

6.4

6.9

1.0

0.4

3.3

2.1

3.5

3.4

1.0

5.3

3.3

8.1

11.6

20.3

81.3

81.3

66.7

44.8

日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な対処方法の年間平均日数は、「母親が休んだ」が 8.6 日／年、「父親又は母親のうち就労してい

ない方が子どもをみた」が 8.1 日／年、「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」が 6.1

日／年、「父親が休んだ」が 4.2 日／年となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１
～
４
日 

５
～
９
日 

10
～
19
日 

20
～
29
日 

30
日
以
上 

無
回
答 

(%) 

（日/年） 
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n 平  均

全体 ( 241) 8.6

1

24.9 

1

29.5 

1

26.6 

1 

7.5 

1

4.1 

1 

7.5 

n

全体 ( 556)

1

43.3 

1

56.1 

1

0.5 

（３）父母が休んで対処した場合の「病児・病後児保育施設等」の利用希望と利用したい日数 

問42で「ア．父親が休んだ」「イ．母親が休んだ」のいずれかに○をつけた方におたずね

します。 

問43 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思いましたか。

当てはまる番号１つに○をつけ、日数についても□内に数字でご記入ください。 

利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用したい日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病児・病後児のための保育施設等の年間利用希望日数は、「５～９日」が 29.5％、「10～19 日」が

26.6％、「１～４日」が 24.9％で、平均 8.6 日／年となっている。 

 

 

で
き
れ
ば
病
児
・
病

後
児
保
育
施
設
等
を

利
用
し
た
い 

利
用
し
た
い
と
は
思

わ
な
い 

無
回
答 

１
～
４
日 

５
～
９
日 

10
～
19
日 

20
～
29
日 

30
日
以
上 

無
回
答 

(%) 

(%) 

（日/年） 
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n=(241)  

幼稚園や保育所等に併設した施設で
子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で子どもを保
育する事業

ファミリー・サポート・センター（地域住
民が子どもを預かる事業）

ベビーシッター

その他

無回答

82.6

81.3

11.6

10.8

4.1

0.4

0 20 40 60 80 100 (%)

n=(312)  

病児・病後児を他人に看護してもらう
のは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可
能時間、日数など）が低い

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

保護者が仕事を休んで看護する

その他

無回答

42.6

6.7

25.3

30.1

12.8

55.4

23.7

1.9

0 10 20 30 40 50 60
(%)

（４）望ましい事業形態 

問44 問43で「１. できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に○をつけた方におたず

ねします。上記の目的で子どもを預ける場合、どのような事業形態が望ましいと思います

か。当てはまる番号すべてに○をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したいと回答した人が希望する事業形態は、「幼稚

園や保育所等に併設した施設で子どもを保育する事業」が 82.6％、「小児科に併設した施設で子どもを

保育する事業」が 81.3％と高くなっている。 

 

（５）利用したいと思わない理由 

問45 問43で「２.利用したいとは思わない」に○をつけた方におたずねします。利用したい

と思わない理由について当てはまる番号すべてに○をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思わない理由は、「保護者が仕事を休んで看護す

る」が 55.4％で高く、これに「病児・病後児を他人に看護してもらうのは不安」が 42.6％、「利用料

がかかる・高い」が 30.1％で続いている。 
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n 平  均

全体 ( 197) 7.4

1

40.1 

1

25.9 

1

19.3 

1 

6.1 

1

2.0 

1 

6.6 

n

全体 ( 428)

1

46.0 

1

27.8 

1

26.2 

（６）父母が仕事を休んで看護したいと思ったかどうかと看護したい日数 

問46 問46は、問42で「ウ．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」～「ケ．

その他」のいずれかに○をつけた方におたずねします。その際、「できれば父母のいずれ

かが仕事を休んで看護したい」と思いましたか。当てはまる番号１つに○をつけ、

「ウ. （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」～「ケ. その他」の日数の

うち仕事を休んで看護したかった日数についても数字でご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護したい日数（年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看護したいと思った」人が希望する年間日数は、「１～４

日」が 40.1％、「５～９日」が 25.9％、「10～19 日」が 19.3％で、平均 7.4 日／年となっている。 

 

 

 

 

 

 

で
き
れ
ば
仕

事
を
休
ん
で

看
護
し
た
い

と
思
っ
た 

仕
事
を
休
ん

で
看
護
す
る

こ
と
は
難
し

い 無
回
答 

１
～
４
日 

５
～
９
日 

10
～
19
日 

20
～
29
日 

30
日
以
上 

無
回
答 

(%) 

(%) 

（日/年） 
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n=(197)  

子どもの看護を理由に休みがとれな
い

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

無回答

33.0

5.1

19.8

54.8

7.6

0 10 20 30 40 50 60 (%)

（７）仕事を休んで看護できなかった理由 

問47 問46で「１. できれば仕事を休んで看護したいと思った」に○をつけた方におたずねし

ます。父母のいずれかが仕事を休んで看護できなかった理由について、当てはまる番号す

べてに○をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気やケガで教育・保育の事業が利用できなかった場合に、仕事を休んで看護することは難しいと

いう人の理由は、「子どもの看護を理由に休みがとれない」が 33.0％、「休暇日数が足りないので休め

ない」が 19.8％となっている。 
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平  均

一時預かり n=75 23.1

幼稚園の預かり保育 n=139 21.1

ファミリー・サポート・セン
ター n=39 19.2

ベビーシッター n=19 12.6

その他 n=17 18.9

1.0

25.3

27.3

28.2

15.8

11.8

1.0

6.7

23.0

10.3

5.3

17.6

1.0

14.7

15.8

7.7

1.0

13.3

8.6

10.3

11.8

1.0

20.0

16.5

12.8

5.3

5.9

1.0

20.0

8.6

30.8

73.7

52.9

n=(1,154)  

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

6.5

12.0

3.4

1.6

1.5

79.5

1.0

0 20 40 60 80 100 (%)

９．不定期の教育・保育の事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用 

（１）私用、保護者の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業と日数 

問48 あて名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、保護者の

通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。ある場合は、当

てはまる番号すべてに○をつけ、１年間の利用日数（おおよそ）も□内に数字でご記入く

ださい。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の教育・保育の事業の利用状況は、「幼稚園の預かり保育」が 12.0％、「一時預かり」が

6.5％、「ファミリー・サポート・センター」が 3.4％の順となっている。 

 

利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の教育・保育の事業の年間平均利用日数は、「一時預かり」が 23.1 日／年、「幼稚園の預かり

保育」が 21.1 日／年、「ファミリー・サポート・センター」が 19.2 日／年となっている。 

１
～
４
日 

５
～
９
日 

10
～
19
日 

20
～
29
日 

30
日
以
上 

無
回
答 

(%) 

（日/年） 
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n

全体 (1,154)

1

46.3 

1

49.7 

1

4.1 

（２）利用していない理由 

問49 問48で「６．利用していない」に○をつけた方におたずねします。現在利用していない

理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の教育・保育の事業を利用していない理由は、「特に利用する必要がない」が 71.5％で高く、

これに「利用料がかかる・高い」が 21.3％で続いている。 

 

（３）今後の利用希望と利用したい日数 

問50 あて名のお子さんについて、私用、保護者の通院、不定期の就労等の目的で、問48であ

げたような一時預かりの事業を年間何日くらい利用する必要があると思いますか。利用す

る必要がある場合は、当てはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数も□内に数字で

ご記入ください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の教育・保育の事業の利用希望は、「利用する必要がない」が 49.7％、「利用する必要があ

る」が 46.3％となっている。 

利
用
す
る
必

要
が
あ
る 

利
用
す
る
必

要
は
な
い 

無
回
答 

n=(917)  

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可
能時間・日数など）が低い

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどう
かわからない

事業の利用方法（手続き等）がわから
ない

その他

無回答

71.5

5.6

6.2

10.1

21.3

8.2

6.2

14.6

9.6

0.5

0 20 40 60 80
(%)

(%) 
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平  均

私用（買い物、子ども（兄弟
姉妹を含む）や保護者の習
い事等）、リフレッシュ目的

n=418 15.8

冠婚葬祭、学校行事、子ど
も（兄弟姉妹を含む）や保
護者の通院等

n=380 9.3

不定期の就労 n=148 27.9

その他 n=23 44.0

1.0

11.5

20.8

9.5

13.0

1.0

20.6

31.3

16.2

4.3

1.0

42.1

33.9

28.4

13.0

1.0

9.8

5.5

11.5

8.7

1.0

14.6

4.5

24.3

26.1

1.0

1.4

3.9

10.1

34.8

不定期の教育・保育の事業の利用目的 

n=(534)  

私用（買い物、子ども（兄弟姉妹を含
む）や保護者の習い事等）、リフレッ

シュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉
妹を含む）や保護者の通院等

不定期の就労

その他

無回答

78.3

71.2

27.7

4.3

1.1

0 20 40 60 80 100 (%)

 

 

不定期の教育・保育の事業の利用目的は、「私用(買い物、子ども(兄弟姉妹を含む)や保護者の習い

事等)、リフレッシュ目的」が 78.3％、「冠婚葬祭、学校行事、子ども(兄弟姉妹を含む)や保護者の通

院等」が 71.2％と高くなっている。 

 

不定期の教育・保育の事業の利用希望日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の教育・保育の事業の平均利用希望日数は、「私用(買い物、子ども(兄弟姉妹を含む)や保護

者の習い事等)、リフレッシュ目的」が 15.8 日／年、「冠婚葬祭、学校行事、子ども(兄弟姉妹を含む)

や保護者の通院等」が 9.3 日／年となっている。 

１
～
４
日 

５
～
９
日 

10
～
19
日 

20
～
29
日 

30
日
以
上 

無
回
答 

(%) 

（日/年） 
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n

全体 (1,154)

1

16.0 

1

82.3 

1

1.6 

（４）望ましい事業形態 

問51 問50で「１. 利用する必要がある」に○をつけた方におたずねします。問50の目的でお

子さんを預ける場合、どのような事業形態が望ましいと思いますか。当てはまる番号すべ

てに○をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の教育・保育の事業の望ましい事業形態としては、「大規模施設で子どもを保育する事業」が

85.0％と高く、これに「小規模施設で子どもを保育する事業」が 51.1％、「ファミリー・サポート・セ

ンター」が 26.0％で続いている。 

 

（５）保護者の用事により泊りがけで家族以外に預けたことの有無、対処方法、宿泊日数 

問52 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名の

お子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け

先が見つからなかった場合も含みます）。この１年間の対処方法として当てはまる記号す

べてに○をつけ、それぞれの日数も□内に数字でご記入ください。【複数回答】 

 

預けたことの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、子どもを泊りがけで

家族以外に預けたことが「なかった」が 82.3％、「あった」が 16.0％となっている。 

あ
っ
た 

な
か
っ
た 

無
回
答 

n=(534)  

大規模施設で子どもを保育する事業

小規模施設で子どもを保育する事業

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター

その他

無回答

85.0

51.1

26.0

15.7

2.2

1.7

0 20 40 60 80 100 (%)

(%) 
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平  均
  （同居者を含む）親族・知人にみ
てもらった n=149 12.3

その他の保育事業（認可外保育施
設、ベビーシッター等）を利用した n=2 1.0

仕方なく子どもを同行させた n=35 2.2

その他 n=10 3.1

1.0

59.1

50.0

77.1

50.0

1.0

16.1

5.7

20.0

1.0

7.4

1.0

6.7

1.0

8.7

1.0

2.0

50.0

17.1

30.0

n=(185)  

（同居者を含む）親族・知人にみても
らった

子どもショートステイを利用した

その他の保育事業（認可外保育施
設、ベビーシッター等）を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

80.5

0.5

1.1

18.9

0.5

5.4

1.1

0 20 40 60 80 100 (%)

対処方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の用事により泊りがけで家族以外に預けた際の対処方法としては、「(同居者を含む)親族・知

人にみてもらった」が 80.5％と高く、これに「仕方なく子どもを同行させた」が 18.9％で続いている。 

 

宿泊数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の用事により泊りがけで家族以外に預けた際の平均宿泊数は、「(同居者を含む)親族・知人に

みてもらった」が 12.3 泊／年、「仕方なく子どもを同行させた」が 2.2 泊／年となっている。 

※「子どもショートステイを利用した」と「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」は該当者各１

名ずつで、宿泊数は無回答だった。 

 

 

１
～
４
泊 

５
～
９
泊 

10
～
19
泊 

20
～
29
泊 

30
泊
以
上 

無
回
答 

(%) 

（泊/年） 
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n=(438)  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

子ども広場

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所支援）

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、地域センター、公園など）

現時点ではわからない

無回答

45.4

14.6

52.3

12.3

6.2

21.5

55.9

1.8

1.8

16.9

8.2

3.4

0 10 20 30 40 50 60 (%)

１０．小学校就学後の放課後の過ごし方【調査対象が４歳以上】 

（１）小学校低学年（１～３年生）の間、放課後を過ごさせたい場所と日数 

問53 あて名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小

学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべ

てに○をつけ、それぞれ希望する週当たり日数を□内に数字でご記入ください。また、

「学童クラブ」の場合には、利用を希望する時刻も□内に数字でご記入ください。 

【複数回答】 

 

放課後を過ごさせたい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校低学年（１～３年生）の間、放課後を過ごさせたい場所は、「学童クラブ」（55.9％）、「習い

事」（52.3％）、「自宅」（45.4％）が高く、これらに「放課後子ども教室」（21.5％）が続いている。 

 



第２章 調査結果の詳細（就学前児童） 

 65 

平  均

自宅 n=199 2.9

祖父母宅や友人・知人
宅 n=64 1.8

習い事 n=229 1.9

児童館 n=54 1.7

子ども広場 n=27 1.6

放課後子ども教室 n=94 1.8

学童クラブ n=245 4.5

放課後等デイサービス
（障害児通所支援） n=8 3.6

ファミリー・サポート・セ
ンター n=8 2.6

その他（公民館、地域
センター、公園など） n=74 2.3

1.0

21.1

46.9

33.2

50.0

40.7

54.3

0.8

12.5

24.3

1.0

23.1

18.8

43.2

13.0

18.5

17.0

3.3

12.5

25.0

28.4

1.0

13.1

6.3

16.6

7.4

11.1

13.8

15.9

25.0

12.5

24.3

1.0

7.5

3.1

1.7

2.1

11.8

4.1

1.0

21.6

6.3

5.6

5.3

62.9

25.0

12.5

5.4

1.0

1.0

3.7

1.0

1.5

1.0

11.1

18.8

5.2

24.1

29.6

7.4

1.6

37.5

37.5

13.5

n

全体 ( 245)

1

9.8 

1

25.7 

1

44.5 

1 

15.1 

1

1.2 

1 

3.7 

小学校低学年の間、放課後を過ごさせたい場所の日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過ごさせたい主な場所の１週当たりの平均日数は、「学童クラブ」が 4.5 日／週、「自宅」が 2.9 日

／週、「習い事」が 1.9 日／週、「祖父母宅や友人・知人宅」と「放課後子ども教室」が 1.8 日／週と

なっている。 

 

 

学童クラブの利用希望時刻（下校時から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの利用希望時刻は、「18時台まで」が 44.5％、「17 時台まで」が 25.7％、「19 時台まで」

が 15.1％となっている。 

 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

16
時
台
ま
で 

17
時
台
ま
で 

18
時
台
ま
で 

19
時
台
ま
で 

20
時
台
以
降 

ま
で 

無
回
答 

(%) 

(%) 

（日/週） 
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n=(438)  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

子ども広場

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所支援）

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、地域センター、公園など）

現時点ではわからない

無回答

61.2

17.8

70.8

17.6

7.5

24.9

26.0

1.6

2.1

19.6

14.6

3.7

0 20 40 60 80 (%)

（２）小学校高学年（４～６年生）の間、放課後を過ごさせたい場所と日数 

問54 あて名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の

小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号す

べてに○をつけ、それぞれの週当たり日数を□内に数字でご記入ください。【複数回答】 

また、「学童クラブ」の場合には、利用を希望する時間も□内に数字でご記入ください。 

 

放課後を過ごさせたい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後に過ごさせたい場所は、「習い事」（70.8％）、「自

宅」（61.2％）が高く、これらに「学童クラブ」（26.0％）、「放課後子ども教室」（24.9％）が続いてい

る。 
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平  均

自宅 n=268 2.8

祖父母宅や友人・知人
宅 n=78 1.9

習い事 n=310 2.3

児童館 n=77 2.0

子ども広場 n=33 2.1

放課後子ども教室 n=109 1.9

学童クラブ n=114 3.7

放課後等デイサービス
（障害児通所支援） n=7 3.4

ファミリー・サポート・セ
ンター n=9 2.2

その他（公民館、地域
センター、公園など） n=86 2.5

1.0

25.0

42.3

18.1

45.5

33.3

43.1

4.4

11.1

16.3

1.0

19.4

21.8

42.9

15.6

24.2

23.9

14.0

14.3

33.3

29.1

1.0

15.7

12.8

23.5

5.2

6.1

11.0

26.3

28.6

22.2

20.9

1.0

5.6

2.6

5.5

3.9

2.8

5.3

14.3

4.7

1.0

21.6

2.6

2.3

10.4

12.1

7.3

39.5

14.3

9.3

1.0

1.1

2.6

1.8

1.0

0.7

1.0

10.8

15.4

7.7

19.5

24.2

11.9

8.8

28.6

33.3

19.8

n 平  均

全体 ( 114) 17.9

1

5.3 

1

25.4 

1

28.9 

1 

23.7 

1

1.8 

1 

14.9 

小学校高学年の間、放課後を過ごさせたい場所の日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主に過ごさせたい場所の１週当たりの平均日数は、「学童クラブ」が 3.7 日／週、「自宅」が 2.8 日

／週、「習い事」が 2.3 日／週、「放課後子ども教室」1.9 日／週となっている。 

 

 

学童クラブの利用希望時刻（下校時から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学童クラブの利用希望時刻は、「18 時台まで」が 28.9％、「17時台まで」が 25.4％、「19 時台まで」

が 23.7％となっている。 

 

 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

16
時
台
ま
で 

17
時
台
ま
で 

18
時
台
ま
で 

19
時
台
ま
で 

20
時
台
以
降 

ま
で 

無
回
答 

(%) 

(%) 

（日/週） 
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n

全体 ( 250)

1

14.8 

1

9.6 

1

73.2 

1 

2.4 

平  均 9.2

n=(61)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

18.0

29.5

27.9

1.6

-

1.6

-

11.5

3.3

-

-

-

-

-

-

-

6.6

0 5 10 15 20 25 30 35 (%)

平  均 17.5

n=(61)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

-

-

-

-

-

1.6

-

-

3.3

11.5

24.6

36.1

18.0

1.6

-

-

3.3

0 10 20 30 40 (%)

（３）学童クラブの日曜日・祝日の利用希望と利用したい時間帯 

問55 あて名のお子さんについて、日曜日・祝日に学童クラブの利用を希望しますか。当ては

まる番号１つに○をつけてください。また利用したい場合は、その時間帯を□内に数字で

ご記入ください。 

 

利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの日曜日・祝日の利用希望は、「利用する必要はない」が 73.2％、「低学年（１～３年

生）の間は利用したい」が 14.8％、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」が 9.6％となって

いる。 

 

利用したい時間帯 

 開始時間  終了時間 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日曜日・祝日の学童クラブ利用希望開始時間は「８時台」が 29.5％、「９時台」が 27.9％、「７時

台」が 18.0％。利用希望終了時間は「18 時台」が 36.1％、「17 時台」が 24.6％、「19時台」が 18.0％

となっている。 

低
学
年
（
１
～
３
年

生
）
の
間
は
利
用
し

た
い 

高
学
年
（
４
～
６
年

生
）
に
な
っ
て
も
利

用
し
た
い 

利
用
す
る
必
要
は 

な
い 

無
回
答 

(%) 
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n=(1,154)  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

子ども広場

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所支援）

ファミリー・サポート・センター

その他

現時点ではわからない

無回答

47.6

32.3

39.9

17.1

7.4

11.1

40.6

1.2

2.4

18.3

17.5

12.2

0 10 20 30 40 50 (%)

（４）小学校の長期休暇中の過ごし方の希望 

問56 あて名のお子さんについて、お子さんの小学校の夏休み・冬休み期間中はどのような場

所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの週当たり

に数を□内に数字でご記入ください。また、「学童クラブ」の場合には、利用を希望する

時刻も□内に数字でご記入ください。【複数回答】 

 

長期休暇中に過ごさせたい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校の長期休暇中に過ごさせたい場所は、「自宅」（47.6％）、「学童クラブ」（40.6％）、「習い事」

（39.9％）が高く、これらに「祖父母宅や友人・知人宅」（32.3％）が続いている。 
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平  均

自宅 n=549 3.5

祖父母宅や友人・知
人宅 n=373 1.9

習い事 n=461 1.9

児童館 n=197 1.9

子ども広場 n=85 2.0

放課後子ども教室 n=128 2.3

学童クラブ n=468 4.4

放課後等デイサービ
ス（障害児通所支援） n=14 3.1

ファミリー・サポート・
センター n=28 2.3

その他 n=211 2.8

1.0

11.3

44.2

30.6

47.7

41.2

34.4

1.3

21.4

21.4

18.5

1.0

21.9

22.8

39.9

17.8

20.0

19.5

6.0

32.1

24.6

1.0

15.1

8.8

15.8

7.6

7.1

11.7

13.0

21.4

17.9

16.6

1.0

6.4

1.6

2.2

3.1

10.0

7.1

3.3

1.0

15.3

5.4

1.5

9.1

10.6

13.3

60.7

21.4

3.6

12.3

1.0

2.6

0.3

2.1

1.0

11.3

1.3

0.2

1.0

1.2

0.8

0.4

3.6

4.7

1.0

16.2

15.5

9.8

16.8

20.0

17.2

6.4

28.6

21.4

19.9

n 平  均

全体 ( 468) 17.7

1

8.1 

1

23.9 

1

43.2 

1 

14.5 

1

1.5 

1 

8.8 

小学校の夏休み・冬休み期間中、過ごさせたい場所の日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な場所の過ごさせたい日数は、「学童クラブ」が 4.4 日／週、「自宅」が 3.5 日／週、「習い事」と

「祖父母宅や友人・知人宅」が 1.9 日／週となっている。 

 

 

学童クラブの利用希望時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの利用希望時刻は、「18時台まで」が 43.2％、「17 時台まで」が 23.9％、「19 時台まで」

が 14.5％となっている。 

 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

16
時
台
ま
で 

17
時
台
ま
で 

18
時
台
ま
で 

19
時
台
ま
で 

20

時
台
以
降

ま
で 

無
回
答 

(%) 

(%) 

（日/週） 
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n

母親 (1,154)

父親 (1,154)

1

42.8 

2.1 

1

45.8 

4.9 

1

10.7 

88.5 

1 

0.7 

4.5 

１１．育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

（１）育児休業取得の有無と取得しなかった理由 

問57 あて名のお子さんが生まれた時、母親、父親のいずれかもしくは双方が育児休業を取得

しましたか。母親、父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。

また、取得していない方は該当する理由の番号をご記入ください。 

 

取得の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の育児休業取得状況は、「取得した（取得中である）」が 45.8％、「就労していなかった」が

42.8％、「取得していない」が 10.7％となっている。 

父親は、「取得していない」が 88.5％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就

労

し

て

い

な

か
っ
た 

取
得
し
た 

（

取

得

中

で

あ

る
） 

取
得
し
て
い
な
い 

無
回
答 

(%) 
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育児休業を取得していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親が育児休業を取得していない理由は、「子育てや家事に専念するため退職した」が 39.0％で高く、

これに、「職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」が 14.6％、「職場に育児休

業を取りにくい雰囲気があった」が 13.8％で続いている。 

父親が育児休業を取得していない理由は、「仕事が忙しかった」が 36.2％で高く、これに、「職場に

育児休業を取りにくい雰囲気があった」が 31.5％、「配偶者が育児休業制度を利用した」が 26.5％、

「配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった」が 25.2％で

続いている。 

 

 

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があっ
た

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもら
えるなど、制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった（就業規
則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を満
たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）
を取得できることを知らず、退職した

その他

無回答

13.8

8.9

5.7

9.8

1.6

4.1

5.7

1.6

2.4

39.0

14.6

8.1

0.8

-

22.0

13.0

31.5

36.2

0.2

3.9

6.6

22.0

1.6

26.5

25.2

0.2

8.9

0.6

1.3

-

4.4

16.7

0 10 20 30 40 50

母親（n=123）

父親（n=1021）

(%)

母親（n=123）

父親（n=1021）
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n

母親 ( 529)

父親 ( 57)

1

78.1 

91.2 

1

14.0 

1

7.6 

1.8 

1 

0.4 

7.0 

n

母親 ( 413)

父親 ( 52)

1

83.5 

7.7 

1

15.3 

84.6 

1

1.2 

7.7 

（２）育児休業取得後の職場復帰 

問58 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。母親・父親の状況を、それぞれの太枠内の当

てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の育児休業取得後の職場復帰は、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 78.1％、「現在も育

児休業中である」が 14.0％、「育児休業中に離職した」が 7.6％となっている。 

父親は、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 91.2％と高くなっている。 

 

 

（３）復帰のタイミング 

問59 問58で「１. 育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方におたずねします。育

児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングでしたか。

母親・父親の状況を、それぞれの太枠内の当てはまる番号どちらか１つに○をつけてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親が育児休業取得後、職場に復帰したタイミングは、「年度初めの入所に合わせたタイミング

だった」が 83.5％、「それ以外だった」が 15.3％となっている。 

父親は、「それ以外だった」が 84.6％と高くなっている。 

育
児
休
業
取
得
後
、

職
場
に
復
帰
し
た 

現
在
も
育
児
休
業
中

で
あ
る 

育
児
休
業
中
に
離
職

し
た 

無
回
答 

年
度
初
め
の
入
所

に
合
わ
せ
た
タ
イ

ミ
ン
グ
だ
っ
た 

そ
れ
以
外
だ
っ
た 

無
回
答 

(%) 

(%) 
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母親 n=413

父親 n=52

1.0

60.0

36.5

1.0

22.3

11.5

1.0

5.8

1.0

11.9

51.9

母親・実際 n=413

母親・希望 n=413

父親・実際 n=52

父親・希望 n=52

1.0

6.5

1.2

55.8

23.1

1.0

40.9

6.8

3.8

11.5

1.0

28.3

32.7

1.9

11.5

1.0

14.0

23.5

1.9

1.9

1.0

2.2

10.9

1.9

1.9

1.0

1.2

1.7

1.0

1.0

11.4

1.0

5.8

11.9

34.6

50.0

（４）実際の取得期間と希望 

問 60 問 58 で「１. 育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方におたずねします。

育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。また、

勤め先の育児休業制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。□内に

数字でご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親が実際に職場復帰した時期の子どもの年齢は、「０歳６ヶ月～１歳０ヶ月未満」が 40.9％、「１

歳０ヶ月～１歳６ヶ月未満」が 28.3％と高い。これに対し、希望の時期は「１歳０ヶ月～１歳６ヶ

月」が 32.7％、「１歳６ヶ月～２歳０ヶ月未満」が 23.5％と高い。 

父親が実際に職場復帰した時期の子どもの年齢は、「０歳６ヶ月未満」が 55.8％と高い。希望の時期

も「０歳６ヶ月未満」が 23.1％で高くなっている。 

 

職場復帰の時期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 職場復帰の時期について、母親は「『希望』より早く復帰した」が 60.0％、「実際と希望が一致し

た」が 22.3％、「『希望』より遅く復帰した」が 5.8％となっている。 

 父親は、「『希望』より早く復帰した」が 36.5％、「実際と希望が一致した」が 11.5％となっている。 

０
歳
６
ヶ
月
未
満 

０
歳
６
ヶ
月
～ 

１
歳
０
ヶ
月
未
満 

１
歳
０
ヶ
月
～ 

１
歳
６
ヶ
月
未
満 

１
歳
６
ヶ
月
～ 

２
歳
０
ヶ
月
未
満 

２
歳
０
ヶ
月
～ 

２
歳
６
ヶ
月
未
満 

２
歳
６
ヶ
月
～ 

３
歳
０
ヶ
月
未
満 

３
歳
以
上 

無
回
答 

「
希
望
」
よ
り 

早
く
復
帰
し
た 

実
際
と
希
望
が 

一
致
し
た 

「
希
望
」
よ
り 

遅
く
復
帰
し
た 

無
回
答 

(%) 

(%) 
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母親 n=413

父親 n=52

1.0

0.2

9.6

1.0

3.1

5.8

1.0

20.1

23.1

1.0

11.9

1.0

14.8

3.8

1.0

4.4

1.9

1.0

36.6

5.8

1.0

9.0

50.0

（５）３歳まで取得できる休暇制度があった場合の取得希望 

問 61 問 58 で「１. 育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方におたずねします。

勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」としては

お子さんが何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。□内に数字でご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３歳まで取得できる休暇制度があった場合の取得希望期間をみると、母親は「３歳以上」が 36.6％

で高く、これに「１歳０ヶ月～１歳６ヶ月未満」が 20.1％、「２歳０ヶ月～２歳６ヶ月未満」が

14.8％、「１歳６ヶ月～２歳０ヶ月未満」が 11.9％で続いている。 

父親は、「１歳０ヶ月～１歳６ヶ月未満」が 23.1％で高くなっている。 

 

 

０
歳
６
ヶ
月
未
満 

０
歳
６
ヶ
月
～ 

１
歳
０
ヶ
月
未
満 

１
歳
０
ヶ
月
～ 

１
歳
６
ヶ
月
未
満 

１
歳
６
ヶ
月
～ 

２
歳
０
ヶ
月
未
満 

２
歳
０
ヶ
月
～ 

２
歳
６
ヶ
月
未
満 

２
歳
６
ヶ
月
～ 

３
歳
０
ヶ
月
未
満 

３
歳
以
上 

無
回
答 

(%) 
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希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

無回答

81.9

2.4

18.5

17.3

16.1

4.4

10.5

15.8

31.6

15.8

26.3

10.5

0 20 40 60 80 100

母親（n=248）

父親（n=19）

(%)

n=(24)  

希望する保育所に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

配偶者や家族の希望があったため

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

子どもをみてくれる人がいなかったため

その他

無回答

66.7

4.2

-

-

25.0

12.5

20.8

0 20 40 60 80 (%)

（６）希望の時期に職場復帰しなかった理由 

問 62 希望の時期に職場復帰しなかった理由についておたずねします。【複数回答】 

 

【１】「希望」より早く復帰した方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望よりも早く職場復帰した母親の理由は、「希望する保育所に入るため」が 81.9％と高い。 

父親の理由は、「経済的な理由で早く復帰する必要があった」が 31.6％で高くなっている。 

 

【２】｢希望｣より遅く復帰した方 

母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望よりも遅く職場復帰した母親の理由は、「希望する保育所に入れなかったため」が 66.7％で高く、

次いで「子どもをみてくれる人がいなかったため」が 25.0％となっている。 

 ※父親は該当者がいないため、掲載していない。 
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母親 n=413

父親 n=52

1.0

13.8

55.8

1.0

69.0

5.8

1.0

15.0

21.2

1.0

2.2

17.3

（７）短時間勤務制度利用の有無 

問 63 問 58 で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方におたずねします。 

育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。 

母親・父親の状況を、それぞれの太枠内の当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児休業取得後、職場に復帰した母親の短時間勤務制度の利用状況は、「利用した」が 69.0％、「利

用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」が 15.0％、「利用する必要がなかった（フル

タイムで働きたかった、もともと短時間勤務だった）」が 13.8％となっている。 

父親は、「利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務だった）」が

55.8％、「利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」が 21.2％、「利用した」が 5.8％

となっている。 

 

 

 

 

利
用
す
る
必
要
が
な
か
っ
た

（
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
た

か
っ
た
、
も
と
も
と
短
時
間

勤
務
だ
っ
た
） 

利
用
し
た 

利
用
し
た
か
っ
た
が
、
利
用

し
な
か
っ
た 

（
利
用
で
き
な
か
っ
た
） 

無
回
答 

(%) 
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（８）短時間勤務制度を利用しなかった理由 

問64 問63で「３. 利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」に○をつけた

方におたずねします。短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由はなん

ですか。母親・父親の状況を、それぞれの太枠内の当てはまる理由すべてに○をつけてく

ださい。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児休業取得後、職場に復帰した際、短時間勤務制度を利用しなかった母親の理由は、「職場に短時

間勤務制度を利用しにくい雰囲気があった」と「仕事が忙しかった」がともに 58.1％と高い。 

父親の理由は、「仕事が忙しかった」が 90.9％で高く、これに「職場に短時間勤務制度を利用しにく

い雰囲気があった」と「短時間勤務にすると給与が減額される」がともに 54.5％で続いている。 

職場に短時間勤務制度を利用しにくい雰
囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額される

短時間勤務にすると保育所の入所申請の
優先順位が下がると思った

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制
度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみても
らえるなど、子どもをみてくれる人がいた

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった（就業
規則に定めがなかった）

短時間勤務制度を利用できることを知らな
かった

その他

58.1

58.1

40.3

19.4

-

3.2

1.6

16.1

3.2

9.7

54.5

90.9

54.5

-

36.4

27.3

-

18.2

18.2

-

0 20 40 60 80 100

母親（n=62）

父親（n=11）

(%)
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母親 n=1154

父親 n=1154

1.0

56.1

8.8

1.0

36.0

54.7

1.0

7.9

36.5

n

全体 ( 74)

1

93.2 

1

6.8 

（９）１歳になった時に必ず利用できる教育・保育の事業がある場合の１歳までの育児休

業取得希望 

問65は、問58で「２．現在も育児休業中である」に○をつけた方におたずねします。 

問65 あて名のお子さんが１歳になったときに必ず利用できる教育・保育の事業があれば、１

歳になるまで育児休業を取得しますか。または、預けられる事業があっても１歳になる前

に復帰しますか。 

母親・父親の状況を、それぞれの太枠内の当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児休業中の母親について、１歳になった時に必ず利用できる教育・保育の事業がある場合の育児

休業取得希望をみると、「１歳になるまで育児休業を取得したい」が 93.2％と高くなっている。 

※父親は該当者がいないため、掲載していない。 

 

（１０）３歳までの育児休業制度がある場合の３歳までの育児休業取得希望 

問66 職場に３歳までの育児休業の制度があれば、３歳になるまで育児休業を取得しますか。

または、そのような制度があっても３歳になる前に復帰しますか。 

母親・父親の状況を、それぞれの太枠内の当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３歳までの育児休業制度がある場合の母親の育児休業取得希望は、「３歳になるまで育児休業を取得

したい」が 56.1％、「３歳になる前に復帰したい」が 36.0％となっている。 

父親の育児休業取得希望は、「３歳になる前に復帰したい」が 54.7％、「３歳になるまで育児休業を

取得したい」が 8.8％となっている。 

１
歳
に
な
る

ま
で
育
児
休

業
を
取
得
し

た
い 

１
歳
に
な
る

前
に
復
帰
し

た
い 

３
歳
に
な
る

ま
で
育
児
休

業
を
取
得
し

た
い 

３
歳
に
な
る

前
に
復
帰
し

た
い 

無
回
答 

(%) 

(%) 
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n=(1,154)  

１年間の育児休暇

３年間の育児休暇

短時間勤務制度

子どもが病気の時に休める制度

在宅勤務制度

フレックスタイム制度

事業所内保育所

その他

無回答

11.7

13.5

46.4

60.6

21.6

12.7

14.6

2.3

4.2

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

（１１）仕事を続けるために希望する職場の環境 

問67 仕事を続けるために特に希望する職場の環境は何ですか。当てはまる番号に２つまで○

をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事を続けるために希望する職場の環境としては、「子どもが病気の時に休める制度」が 60.6％で高

く、これに「短時間勤務制度」が 46.4％で続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２章 調査結果の詳細（就学前児童） 

 81 

n

全体 (1,154)

1

24.8 

1

65.3 

1

9.0 

1 

0.9 

n

全体 (1,154)

1

5.5 

1

18.5 

1

44.2 

1 

25.1 

1

5.0 

1 

1.6 

１２．子育て全般 

（１）地域における子育ての環境や支援への満足度 

問68 お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度について、当てはまる番号１つ

に○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住まいの地域における子育ての環境や支援の満足度は、「満足度３」が 44.2％で高く、これに「満足

度４」が 25.1％、「満足度２」が 18.5％で続いている。 

 

 

（２）子育て仲間の有無 

問69 あなたの周りには子育ての仲間がいますか。当てはまる番号に１つだけ○をつけてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育ての仲間については、「話をする仲間がいる」が 65.3％、「子どもを預けることができるくらい

の仲間がいる」が 24.8％、「いない」が 9.0％となっている。 

 

 

 

 

満
足
度
１ 

（
満
足
度
が
低
い
） 

満
足
度
２ 

満
足
度
３ 

満
足
度
４ 

満
足
度
５ 

（
満
足
度
が
高
い
） 

無
回
答 

子
ど
も
を
預
け
る
こ

と
が
で
き
る
く
ら
い

の
仲
間
が
い
る 

話
を
す
る
仲
間
が
い

る い
な
い 

無
回
答 

(%) 

(%) 
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n

全体 (1,154)

1

9.8 

1

89.4 

1

0.8 

n

全体 (1,154)

1

36.0 

1

62.9 

1

1.0 

（３）子育てイベントの参加の有無 

問70 あなたは子育てサークルやＮＰＯ団体等が行う子育てイベントに参加したことがありま

すか。当てはまる番号に１つだけ○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てサークルやＮＰＯ団体等が行う子育てイベントについては、「参加したことがない」が 62.9％、

「参加したことがある」が 36.0％となっている。 

 

 

（４）子育てグループ活動の定期的参加の有無 

問71 あなたは子育てサークルなどのグループ活動に定期的に参加していますか。当てはまる

番号に１つだけ○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てサークルなどのグループ活動への定期的参加については、「参加していない」が 89.4％、「参

加している」が 9.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

参
加
し
た
こ

と
が
あ
る 

参
加
し
た
こ

と
が
な
い 

無
回
答 

参
加
し
て
い

る 参
加
し
て
い

な
い 

無
回
答 

(%) 

(%) 
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n=(1,032)  

一緒に参加する友人・知人がいる

初めて参加する人を受け入れる雰囲気
がある

定期的にイベントが開催される

子どもの遊び仲間ができる

自分自身の話し相手や仲間ができる

子育てについて学べる

悩みや気になっていることを相談できる

グループの情報や活動の場所などが周
知されている

保護者同士の人間関係にわずらわされ
ない

その他

特にない

無回答

37.4

42.5

17.3

41.4

26.9

24.6

24.9

18.7

48.7

6.3

15.3

1.2

0 10 20 30 40 50 60 (%)

（５）子育てグループ活動に参加したい状況 

問71-1 問71で「２. 参加していない」に○をつけた方におたずねします。どのような場合で

あれば、参加してみたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。

【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てサークルなどのグループ活動へ定期的に参加していない人がどのような場合であれば、参加

してみたいと思うかをみると、「保護者同士の人間関係にわずらわされない」が 48.7％で高く、これに、

「初めて参加する人を受け入れる雰囲気がある」が 42.5％、「子どもの遊び仲間ができる」が 41.4％、

「一緒に参加する友人・知人がいる」が 37.4％で続いている。 
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n=(1,154)  

病気や発育・発達

食事や栄養

子どものしつけの方法がよくわからない

子どもとの接し方に自信が持てない

子どもとの時間を十分にとれない

子どものほめ方やしかり方がよくわからない

子どものことで話し相手や相談相手がいない

仕事や自分のやりたいことが十分できない

子どもの教育

登園拒否など

友だちづきあい（いじめなどを含む）

子育てのための経済的負担が大きい

その他

特にない

無回答

23.6

24.9

20.1

12.9

25.3

16.9

3.8

27.5

25.4

2.2

12.0

18.2

4.8

20.3

2.3

0 5 10 15 20 25 30 (%)

（６）子育てに関する悩み 

問72 子育てに関して悩んでいること、または気になることがありますか。当てはまる番号す

べてに○をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てに関して悩んでいること、気になることは、「仕事や自分のやりたいことが十分できない」が

27.5％、「子どもの教育」が 25.4％、「子どもとの時間を十分にとれない」が 25.3％、「食事や栄養」

が 24.9％、「病気や発育・発達」が 23.6％の順となっている。 
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n=(1,154)  

子どもの将来のことを考え、暴力や言
葉による脅しでしつけをする

夜、子どもを寝かしつけてから、夫婦で
遊びに出かける

子どもに見える場所で、配偶者や他の
家族へ暴力を振るう

子どもの前で夫婦喧嘩をする

子どもに必要な病気の治療を受けさせ
ない

子どもにわいせつなものを見せる

親が洗濯しないので、子どもはいつも
不衛生な服を着ている

兄弟姉妹間で子どもを著しく差別して
取り扱う

上記のいずれも児童虐待と思わない

無回答

83.2

82.1

91.5

43.9

95.2

94.1

94.2

91.6

0.3

1.0

0 20 40 60 80 100
(%)

n

全体 (1,154)

1

44.8 

1

44.7 

1

6.7 

1 

2.3 

1

1.6 

（７）児童虐待の関心度 

問73 あなたは、児童虐待について、どの程度関心がありますか。当てはまる番号に１つだけ

○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童虐待の関心度は、「関心がある」（44.8％）と「どちらかといえば関心がある」（44.7％）を合計

すると 89.5％となる。 

 

（８）児童虐待と感じる状況 

問74 あなたが児童虐待と感じるものは何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童虐待と感じることは、「子どもに必要な病気の治療を受けさせない」（95.2％）、「親が洗濯しな

いので、子どもはいつも不衛生な服を着ている」（94.2％）、「子どもにわいせつなものを見せる」

（94.1％）、「兄弟姉妹間で子どもを著しく差別して取り扱う」（91.6％）、「子どもに見える場所で、配

偶者や他の家族へ暴力を振るう」（91.5％）の５項目が 90％を超えている。 

関
心
が
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
関
心
が
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
関
心
が
な
い 

関
心
が
な
い 

無
回
答 

(%) 
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n=(1,154)  

子ども家庭支援センター虐待ほっとライン
（042-347-3192）

児童相談所

児童相談所全国共通ダイヤル（189）

警察

市役所（健康センター）

民生委員・児童委員

保育所・幼稚園・学校

何もしない

その他

無回答

30.1

25.0

7.8

16.0

8.6

0.5

8.0

1.1

1.9

1.0

0 5 10 15 20 25 30 35 (%)

（９）児童虐待を相談・通報する場所 

問75 児童虐待を発見した場合には、まず最初にどこに相談・通報しようと思いますか。当て

はまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童虐待を発見した場合、最初に相談・通報しようと思う場所は、「子ども家庭支援センター虐待

ほっとライン(042-347-3192)」が 30.1％で高く、これに「児童相談所」が 25.0％で続いている。 
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n=(1,154)  

保護者の子育てに対する経験と知識の
不足

保護者の精神的な不健康

家庭の経済的な問題等に伴う生活への
不満やストレス

家庭の不和

親族等の周囲の支援不足や理解不足

児童虐待を「しつけ」と考える風潮（社会
の理解・認識不足）

家庭が地域から孤立している

保護者の一方が子育てに非協力

保護者が未熟で、親としての自覚がない

仕事等の両立で、保護者の育児負担が
増加

親自身が子どもの頃に虐待を受けてい
た（虐待の世代間連鎖）

望まない妊娠で出産した

子どもに育てにくい要因（病気、障がい、
落ち着きがない等）がある

その他

無回答

17.4

64.0

34.6

25.1

9.1

8.2

18.2

15.3

38.3

6.8

30.1

10.9

9.5

1.8

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

（１０）児童虐待が起こる理由 

問76 あなたは、なぜ児童虐待が起こると思いますか。当てはまる番号３つに○をつけてくだ

さい。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童虐待が起こる理由については、「保護者の精神的な不健康」が 64.0％で高く、これに「保護者が

未熟で、親としての自覚がない」（38.3％）、「家庭の経済的な問題等に伴う生活への不満やストレス」

（34.6％）、「親自身が子どもの頃に虐待を受けていた」（30.1％）が続いている。 
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（１１）教育・保育の環境の充実など子育ての環境や支援に関しての意見 

最後に、教育・保育の環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、

ご自由にお書きください。 

 

子育ての環境や支援に関してのご意見として、452 人から延べ 502 件の回答が寄せられた。なお、１

人で２つ以上の内容を記入している場合もあるため、件数は延べ件数となる。 

 

教育・保育サービス 173 

待機児童の解消・保育所への入園のしやすさ 54 

一時預かりの充実・利便性の向上 43 

保育所の充実・質の向上 21 

病児・病後児保育の充実・利便性の向上 19 

障がい児・発達障がいへの支援・サポート 11 

夜間、延長保育、休日保育の充実・利便性の向上 10 

幼稚園・預かり保育の充実 9 

訪問型・自宅で子どもの面倒をみるサービス 5 

認定こども園の充実・拡大 1 

交流・遊び場について 89 

公園・広場・施設の充実 31 

児童館・公民館の充実 18 

ふれあい広場の充実・地域センター・子ども広場への要望 13 

安全に遊べる場の確保 13 

保護者同士や子どもの交流の機会・場の提供 7 

市域全体で利用しやすい施設配置・近隣市と連携したサービスの提供 5 

子ども家庭支援センターの充実 2 

学校・放課後の過ごし方について 55 

学童保育の充実 39 

朝・放課後・長期休暇中の過ごし方について 10 

学校の充実 6 

相談窓口について 10 

子育てのアドバイスが受けられる存在・訪問など 5 

相談窓口の充実・質の向上 5 

就労・ワーク・ライフ・バランス実現への支援 10 

職場の理解・企業の子育て支援の充実 5 

仕事と子育ての両立支援 4 

再就職支援 1 

その他支援 165 

経済的支援・教育・保育無償化について 29 

医療体制の充実・医療費の補助拡大 16 
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情報提供の充実 12 

保育園、幼稚園、学校での保護者の負担の軽減 12 

安心・安全な地域づくり 9 

保育人材の処遇改善・確保・充実 8 

児童虐待防止対策の充実 7 

地域や社会の支援・見守り 5 

多子世帯への支援 4 

未就学児のためのクラブ・講座・イベントの充実 3 

公共交通の充実 3 

習い事の情報・補助 2 

家事・育児・送迎等のサポート 2 

今回のニーズ調査について（結果を生かしてほしい等） 6 

子育て支援全般 23 

その他 24 
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n=(1,131)  

大沼町

小川町

小川西町

小川東町

学園西町

学園東町

喜平町

栄町

上水新町

上水本町

上水南町

鈴木町

たかの台

津田町

天神町

中島町

仲町

花小金井

花小金井南町

美園町

御幸町

回田町

無回答

6.1

12.1

4.2

6.9

5.6

4.5

2.7

1.9

1.7

8.0

3.0

6.5

1.0

3.0

3.0

0.7

5.2

11.9

4.6

1.5

1.1

2.8

2.0

0 2 4 6 8 10 12 14 (%)

 就学児童(小学校１年生～６年生) 

 

１．お住まいの地域 

（１）お住まいの地域 

問１ お住まいの地域として当てはまる番号１つに○をつけ、＿＿丁目に数字でご記入くださ

い。 
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n=(915)  

平成30年４月以降生まれ

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７～９歳

１０～１２歳

無回答

1.7

2.0

2.8

4.3

5.6

5.7

3.2

12.8

36.3

19.7

6.0

0 10 20 30 40 (%)

n

全体 (1,131)

1

15.7 

1

17.2 

1

16.8 

1 

14.4 

1

17.2 

1 

17.2 

1 

1.5 

n 平  均

全体 (1,131) 2.1

1

18.1 

1

57.0 

1

19.9 

1 

3.5 

1

0.4 

1 

1.0 

２．お子さんと家族の状況 

（１）お子さんの学年 

問２ あて名のお子さんの生年月をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子どもの数、末子の年齢 

問３ あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。 

お２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入ください。 

 

子どもの数 

 

 

 

 

 

 

 

 

末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１
年
生 

２
年
生 

３
年
生 

４
年
生 

５
年
生 

６
年
生 

無
回
答 

１
人 

２
人 

３
人 

４
人 

５
人 

無
回
答 

(%) 

(%) 

（人） 
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n

全体 (1,131)

1

90.9 

1

8.6 

1

0.1 

1 

0.4 

n

全体 (1,131)

1

94.2 

1

5.5 

1

0.4 

n

全体 (1,131)

1

59.7 

1

38.1 

1

0.9 

1 

0.4 

1

0.7 

1 

0.3 

（３）回答者 

問４ この調査票をご回答いただいている方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係

でお答えください。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）回答者の配偶関係 

問５ この調査票をご回答いただいている方の配偶関係について、当てはまる番号１つに○を

つけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）子育て（教育を含む）を主に行っている人 

問６ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さ

んからみた関係で当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母
親 

父
親 

そ
の
他 

無
回
答 

配
偶
者
が

い
る 

配
偶
者
は

い
な
い 

無
回
答 

父
母
と
も
に 

主
に
母
親 

主
に
父
親 

主
に
祖
父
母 

そ
の
他 

無
回
答 

(%) 

(%) 

(%) 
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n=(1,131)  

家庭

地域（青尐対活動を含む）

学校

障がい児通所施設
（放課後等デイサービス）

放課後子ども教室

学童クラブ

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、
学習塾など）

その他

無回答

98.3

31.0

98.2

3.5

15.3

18.7

64.1

3.5

0.2

0 20 40 60 80 100 (%)

n=(1,131)  

日常的に祖父母等の親族にみてもら
える

緊急時もしくは用事の際には祖父母
等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・
知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもを
みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

20.7

49.8

6.5

32.5

14.5

0.2

0 10 20 30 40 50 60 (%)

３．お子さんの育ちを取りまく環境 

（１）子育て（教育を含む）に大きく影響すると思われる環境 

問７ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に、大きく影響すると思われる環境すべてに

○をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子育て（教育を含む）に大きく影響すると思われる環境は、「家庭」（98.3％）、「学校」（98.2％）が

高く、これらに「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」（64.1％）が続いている。 

 

（２）お子さんをみてもらえる親族・知人の有無 

問８ 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。当てはまる番号すべて

に○をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お子さんをみてもらえる親族・知人の有無については、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親

族にみてもらえる」が 49.8％と高く、これに「緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友

人・知人がいる」（32.5％）、「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」(20.7％)が続く。 
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n=(797)  

祖父母等の親族に、特に心配なく、安
心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が大き
く、心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神
的な負担が大きく、心配である

自分たち保護者の立場として、負担を
かけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわし
い環境であるか、尐し不安がある

その他

無回答

72.1

19.3

13.3

17.7

4.0

2.4

0.5

0 20 40 60 80 (%)

（３）祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況 

問９ 問８で「１. 日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」「２. 緊急時もしくは用事の際

には祖父母等の親族にみてもらえる」に○をつけた方におたずねします。祖父母等の親族

にお子さんをみてもらっている状況について、当てはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況は、「祖父母等の親族に、特に心配なく、安心し

て子どもをみてもらえる」が 72.1％と高いが、「祖父母等の親族の身体的負担が大きく、心配である」

が 19.3％、「自分たち保護者の立場として、負担をかけていることが心苦しい」が 17.7％となってい

る。 
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n

全体 (1,131)

1

91.2 

1

7.6 

1

1.1 

（４）友人・知人にお子さんをみてもらっている状況 

問10 問８で「３. 日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる」「４. 緊急時もしくは

用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」に○をつけた方におたずねしま

す。友人・知人にお子さんをみてもらっている状況について、当てはまる番号すべてに○

をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 友人・知人にお子さんをみてもらっている状況は、「友人・知人に、特に心配なく、安心して子ども

をみてもらえる」が 65.1％と高いが、「自分たち保護者の立場として、負担をかけていることが心苦し

い」との意識も 29.7％となっている。 

 

 

（５）子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる人（施設）の有無 

問11 あて名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいます

か。また、相談できる場所はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる人（施設）の有無は、「いる(ある)」が 91.2％、

「いない(ない)」が 7.6％となっている。 

 

い
る 

（
あ
る
） 

い
な
い 

（
な
い
） 

無
回
答 

n=(441)  

友人・知人に、特に心配なく、安心して
子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が大きく、心
配である

友人・知人の時間的制約や精神的な
負担が大きく、心配である

自分たち保護者の立場として、負担を
かけていることが心苦しい

子どもの教育や発育にとってふさわし
い環境であるか、尐し不安がある

その他

無回答

65.1

2.5

11.1

29.7

1.1

4.5

3.2

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

(%) 
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n=(1,032)  

祖父母等の親族

友人・知人

近所の人

子ども広場、児童館など

学校

子ども家庭支援センター

健康センター

障がい児通所施設（放課後等デイサービス）

習い事の先生

民間のサービス

かかりつけの医師

民生委員・児童委員

子育て・女性相談室

教育相談室

学童クラブの指導員

市役所の子育て関連窓口

その他

無回答

70.6

82.5

19.6

1.3

36.7

1.6

1.0

1.8

14.3

0.7

8.8

0.3

0.3

1.5

3.8

0.3

4.8

0.3

0 20 40 60 80 100
(%)

（６）子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる相談先 

問12 問11であて名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人（場

所）は「１．いる（ある）」に○をつけた方におたずねします。お子さんの子育て（教育

を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。当てはまる番号すべてに

○をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる相談先は、「友人・知人」(82.5％)、「祖父母等

の親族」(70.6％)が高く、これらに「学校」(36.7％)が続いている。 
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（７）子育て（教育を含む）をする上で周囲に望むサポート 

問13 子育て（教育を含む）をする上で、周囲からどのようなサポートがあればよいとお考え

でしょうか。ご自由にお書きください。 

 

子育て（教育を含む）をする上で周囲に望むサポートとして、384 人から延べ 406 件の回答が寄せら

れた。なお、１人で２つ以上の内容を記入している場合もあるため、件数は延べ件数となる。 

学校・放課後 84 

学童保育の充実・高学年の受入れ 36 

放課後・長期休暇中の居場所 30 

学校の充実について 10 

学校での保護者の役割等 6 

放課後こども教室 2 

教育・保育サービス 80 

一時預かりの充実・利便性の向上 59 

病児・病後児保育の充実・利便性の向上 17 

自宅で子どもの面倒をみるサービス 3 

待機児童の解消・保育所への入園のしやすさ 1 

相談窓口 62 

相談窓口 49 

子育てのアドバイスが受けられる・話を聞いてくれる存在・訪問など 9 

スクールカウンセラーの充実・拡充 4 

交流・遊び場 40 

安全に遊べる場の拡大 20 

児童館・公民館の充実 7 

公園・広場・施設の充実 5 

保護者同士や子どもの交流の機会・場の提供 4 

ふれあい広場の充実・開催場所・開催回数、地域センターへの要望 4 

その他支援 140 

地域や社会の支援・見守り 44 

経済的支援 17 

学習支援 11 

障がい児・発達障がいへの支援・サポート 9 

職場の理解・子育て支援の充実 7 

情報提供の充実 6 

父親の子育て参加の促進・講座の充実 5 

家事・育児・送迎等のサポート 4 

安心・安全な地域づくり 4 

習い事の情報・補助 3 

その他 30 
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母親 n=1124

父親 n=1077

1.0

27.8

95.3

1.0

1.1

0.3

1.0

44.1

0.7

1.0

1.0

0.1

1.0

23.6

0.8

1.0

2.0

1.0

0.4

2.8

４．保護者の就労状況 

（１）保護者の就労状況 

問14 あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者を含む）をおたずねしま

す。 

（１）母親【父子家庭の場合は記入は不要です】 当てはまる番号１つに○をつけてください。 

（２）父親【母子家庭の場合は記入は不要です】 当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の就労状況は、「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が

44.1％で高く、これに「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」(27.8％)、

「以前は就労していたが、現在は就労していない」（23.6％）が続いている。 

父親の就労状況は、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が 95.3％と高

くなっている。 

 

 

フ
ル
タ
イ
ム
で
就
労
し
て
お
り
、

産
休
・
育
休
・
介
護
休
業
中
で
は

な
い 

フ
ル
タ
イ
ム
で
就
労
し
て
い
る

が
、
産
休
・
育
休
・
介
護
休
業
中

で
あ
る 

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
で
就
労

し
て
お
り
、
産
休
・
育
休
・
介
護

休
業
中
で
は
な
い 

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
で
就
労

し
て
い
る
が
、
産
休
・
育
休
・
介

護
休
業
中
で
あ
る 

以
前
は
就
労
し
て
い
た
が
、
現
在

は
就
労
し
て
い
な
い 

こ
れ
ま
で
就
労
し
た
こ
と
が
な
い 

無
回
答 

(%) 
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平  均

母親 n=832 4.3

父親 n=1038 5.3

1.0

1.3

1.0

4.4

0.3

1.0

16.3

0.3

1.0

22.5

0.4

1.0

43.9

65.6

1.0

4.9

20.0

1.0

0.4

2.3

1.0

6.3

11.1

平  均

母親 n=832 6.5

父親 n=1038 9.9

1.0

7.0

0.5

1.0

52.6

3.6

1.0

28.0

34.2

1.0

4.4

31.5

1.0

1.0

16.8

1.0

7.0

13.5

（２）就労日数、就労時間 

問15 問14の（１）（２）で「１. フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度）で就労して

おり、産休・育休・介護休業中ではない」～「４. パート・アルバイト等（「フルタイ

ム」以外）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である」（就労している）に○を

つけた方におたずねします。１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業

時間を含む）」を□内にご記入ください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっ

とも多いパターンについてご記入ください。 

 

就労日数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の１週当たりの就労日数は、「５日」が 43.9％、「４日」が 22.5％、「３日」が 16.3％で、平均

4.3 日／週。 

父親の１週当たりの就労日数は、「５日」が 65.6％、「６日」が 20.0％で、平均 5.3 日／週。なお、

「1日」の該当者はいなかった。 

 

就労時間／１日当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の１日当たりの就労時間は、「４時間以上８時間未満」が 52.6％、「８時間以上 10 時間未満」が

28.0％で、平均 6.5 時間／日。 

父親の１日当たりの就労時間は、「８時間以上 10時間未満」が 34.2％、「10 時間以上 12時間未満」

が 31.5％、「12時間以上」が 16.8％で、平均 9.9 時間／日。 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

４
時
間
未
満 

４
時
間
以
上 

８
時
間
未
満 

８

時
間

以

上

10
時
間
未
満 

10

時
間
以
上

12
時
間
未
満 

12
時
間
以
上 

無
回
答 

(%) 

(%) 

（日/週） 

（時間/日） 



第２章 調査結果の詳細（就学児童１年生～６年生） 

 100 

平  均 8.1

n=(832)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

0.6

2.2

24.5

49.5

13.6

2.8

0.4

0.6

0.2

0.1

0.4

0.2

0.4

-

0.1

0.1

-

0.1

4.2

0 10 20 30 40 50 60
(%)

平  均 16.4

n=(832)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

0.4

0.4

0.1

0.2

-

0.2

0.7

2.0

7.8

9.9

9.4

10.2

17.5

21.9

9.9

3.4

0.7

0.8

4.4

0 5 10 15 20 25
(%)

平  均 7.2

n=(1,038)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

6.0

19.9

38.2

19.3

5.3

2.1

0.3

0.2

0.2

0.2

-

0.2

0.1

0.2

0.4

0.2

-

-

7.2

0 10 20 30 40 50
(%)

平  均 20.1

n=(1,038)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

0.7

-

0.2

0.2

0.6

0.6

-

0.1

0.1

-

0.2

0.5

3.2

8.0

16.6

19.6

18.5

23.7

7.4

0 5 10 15 20 25
(%)

（３）家を出る時刻、帰宅時刻 

問16 問14の（１）（２）で「１. フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度）で就労して

おり、産休・育休・介護休業中ではない」～「４. パート・アルバイト等（「フルタイム」

以外）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である」（就労している）に○をつけた

方におたずねします。家を出る時刻と帰宅時刻を□内に数字でご記入ください。時刻が一

定でない場合は、最も多いパターンについてご記入ください。 

母親 

 家を出る時刻 帰宅時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親が家を出る時刻は、「８時台」が 49.5％、「７時台」が 24.5％と高い。帰宅時刻は、「18 時台」

が 21.9％、「17時台」が 17.5％と高い。 

父親 

 家を出る時刻 帰宅時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親が家を出る時刻は、「７時台」が 38.2％、「６時台」が 19.9％、「８時台」が 19.3％と高い。 

帰宅時刻は、「22 時以降」が 23.7％、「20 時台」が 19.6％、「21時台」が 18.5％、「19 時台」が

16.6％と高い。 
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母親 n=507

父親 n=9

1.0

6.1

1.0

20.3

22.2

1.0

67.3

33.3

1.0

3.0

1.0

3.4

44.4

（４）フルタイムへの転換希望 

問17 問14の（１）（２）で「３. パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）で就労してお

り、産休・育休・介護休業中ではない」「４. パート・アルバイト等（「フルタイム」以

外）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である」（パート・アルバイト等で就労し

ている）に○をつけた方におたずねします。フルタイムへの転換希望はありますか。当て

はまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「パート・アルバイト等で就労している」人のフルタイムへの転換希望は、母親は、「パート・アル

バイト等の就労を続けることを希望する」が 67.3％で高く、これに「フルタイムへの転換希望はある

が、実現できる見込みはない」が 20.3％で続く。 

父親は、９人のうち、３人が「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望する」と回答し、

２人が「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」と回答している。 

 

 

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
転
換
希

望
が
あ
り
、
実
現
で
き
る

見
込
み
が
あ
る 

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
転
換
希

望
は
あ
る
が
、
実
現
で
き

る
見
込
み
は
な
い 

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等

の
就
労
を
続
け
る
こ
と
を

希
望
す
る 

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等

を
や
め
て
子
育
て
や
家
事

に
専
念
し
た
い 

無
回
答 

(%) 
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n

母親 ( 288)

父親 ( 9)

1

22.2 

22.2 

1

27.1 

1

34.0 

44.4 

1 

16.7 

33.3 

n 平  均

母親 ( 78) 9.2

1

1.3 

1 1

5.1 

1 

6.4 

1

1.3 

1 

9.0 

1 

71.8 

1 

5.1 

（５）就労希望 

問18 問14で「５. 以前は就労していたが、現在は就労していない」「６. これまで就労した

ことがない」（就労していない、したことがない）に○をつけた方におたずねします。就

労したいという希望はありますか。当てはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該当

する□内に数字でご記入ください。 

就労希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「就労していない、したことがない」母親の就労希望は、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労し

たい」が 34.0％で高く、これに「１年以内ではないが、一番下の子どもが□歳になったころに就労し

たい」が 27.1％、「子育てや家事などに専念したい」が 22.2％で続いている。 

「就労していない、したことがない」父親は、９人のうち４人が「すぐにでも、もしくは１年以内

に就労したい」と回答している。 

 

 

就労の時期（就労したいと思う末子の子どもの年齢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「１年以内ではないが、一番下の子どもが□歳になったころに就労したい」という母親が就労を希

望する時期は、末子が「７歳以上」が 71.8％と高くなっている。 

※父親は該当者がいないため、掲載していない。 

 

 

子
育
て
や
家
事
な
ど
に

専
念
し
た
い
（
就
労
の

予
定
は
な
い
） 

１

年

以

内

で

は

な

い

が
、
一
番
下
の
子
ど
も

が
□
歳
に
な
っ
た
こ
ろ

に
就
労
し
た
い 

す
ぐ
に
で
も
、
も
し
く

は
１
年
以
内
に
就
労
し

た
い 

無
回
答 

１
歳 

２
歳 

３
歳 

４
歳 

５
歳 

６
歳 

７
歳
以
上 

無
回
答 

(%) 

(%) 
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n 平  均

母親 ( 98) 4.9

父親 ( 2) 5.0

1

2.0 

1

95.9 

100.0 

1

2.0 

1 1

n 平  均

母親 ( 98) 3.2

父親 ( 2) 3.5

1

1.0 

1

8.2 

1

67.3 

50.0 

1 

18.4 

50.0 

1

5.1 

1 1 

n

母親 ( 98)

父親 ( 4)

1

50.0 

1

100.0 

50.0 

希望する就労形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」という母親は、全員が「パート・アルバイト等」

を希望している。 

 

希望する就労日数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」という母親が希望する１週当たりの就労日数は、

「３日」が 67.3％、「４日」が 18.4％で、平均 3.2 日／週となっている。 

 

希望する就労時間／１日当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」という母親が希望する１日当たりの就労時間は、

「４時間以上８時間未満」が 95.9％と高く、平均 4.9 時間／日となっている。 

フ
ル
タ
イ
ム 

パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
等 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

４
時
間
未
満 

４
時
間
以
上

８
時
間
未
満 

８
時
間
以
上

10
時
間
未
満 

10
時
間
以
上

12
時
間
未
満 

12
時
間
以
上 

(%) 

(%) 

(%) 

（日/週） 

（時間/日） 
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（６）就労の準備に必要な支援 

問19 問18の（１）（２）で「２. １年以内ではないが、一番下の子どもが□歳になったころ

に就労したい」「３. すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」（就労を希望する）に

○をつけた方におたずねします。今後、就職活動や希望する就労に向けた準備の際に必要

な支援はどのようなことがありますか。当てはまる番号３つまでに○をつけてください。

【複数回答】 

n=(179)  

チャイルドコーナーや託児サービスが
あり、子ども連れでも求職活動や起業

準備、スキルアップができること

求職中でも利用しやすい保育事業（保
育所や預かり保育）があること

就職情報を探しやすく、就職相談が利
用しやすいこと

就労だけでなく子育てや生活について
も相談できる場所があること

仕事を始めた後に利用できる教育・保
育事業（保育所・幼稚園・預かり保育

等）があること

仕事を始めた後に利用できる病児・病
後児保育があること

その他

特にない

無回答

14.0

11.7

40.2

12.8

22.9

14.5

7.3

26.3

4.5

0 10 20 30 40 50 (%)

 
 

就労を希望している保護者が就職活動や希望する就労に向けた準備の際に必要な支援としては、「就

職情報を探しやすく、就職相談が利用しやすいこと」が 40.2％で高く、これに「仕事を始めた後に利

用できる教育・保育事業（保育所・幼稚園・預かり保育等）があること」が 22.9％で続いている。 
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n=(1,131)  

子ども広場

児童館

利用していない

無回答

10.0

25.9

65.9

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

n 平  均

子ども広場 ( 113) 2.0

児童館 ( 293) 2.0

1

15.0 

18.4 

1

13.3 

9.2 

1

5.3 

4.8 

1 

2.7 

4.8 

1

63.7 

62.8 

n 平  均

子ども広場 ( 113) 3.0

児童館 ( 293) 3.1

1

31.9 

23.9 

1

17.7 

24.2 

1

7.1 

11.6 

1 

3.5 

4.4 

1

11.5 

11.9 

1 

28.3 

23.9 

５．地域の子育て支援事業の利用状況と利用希望 

（１）子ども広場や児童館の利用状況 

問20 あて名のお子さんは、現在、子ども広場や児童館を利用していますか。当てはまる番号

すべてに○をつけ、利用している場合には、おおよその利用回数（頻度）を□内に数字で

ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども広場や児童館の利用状況は、「児童館」が25.9％、「子ども広場」が10.0％となっている。 

利用回数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

１週当たりの平均利用回数は、「子ども広場」「児童館」とも 2.0 回／週となっている。 

利用回数／１ヶ月当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ヶ月当たりの平均利用回数は、「児童館」が 3.1 回／月、「子ども広場」が 3.0 回／月となってい

る。 

 

１
回 

２
回 

３
回 

４
回
以
上 

無
回
答 

１
回 

２
回 

３
回 

４
回 

５
回
以
上 

無
回
答 

(%) 

(%) 

（回/週） 

（回/月） 
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n 平  均

今後利用したい ( 168) 3.3

今後利用日数を増やしたい ( 86) 4.4

1

14.9 

8.1 

1

13.1 

17.4 

1

5.4 

12.8 

1 

9.5 

14.0 

1

8.9 

17.4 

1 

48.2 

30.2 

n 平  均

今後利用したい ( 168) 1.6

今後利用日数を増やしたい ( 86) 1.8

1

36.9 

25.6 

1

14.3 

7.0 

1

4.2 

8.1 

1 

3.0 

2.3 

1

41.7 

57.0 

n

全体 (1,131)

1

14.9 

1

7.6 

1

64.5 

1 

13.0 

（２）今後の利用希望と利用回数 

問21 子ども広場や児童館について、今は利用していないが、できれば今後利用したい、ある

いは利用回数を増やしたいと思いますか。当てはまる番号１つに○をつけ、おおよその利

用希望回数を□内に数字でご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども広場や児童館の利用希望は、「利用していないが、今後利用したい」(14.9％)と「すでに利

用しているが、今後利用日数を増やしたい」(7.6％)合計で 22.5％となっている。 

 

利用したい回数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

１週当たりの平均希望利用回数は、「今後利用したい」という人で 1.6 回／週、「今後利用日数を増

やしたい」人の更に増やしたい回数は、1.8 回／週となっている。 

 

利用したい回数／１ヶ月当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ヶ月当たりの平均希望利用回数は、「今後利用したい」という人で 3.3 回／月、「今後利用日数を

増やしたい」人の更に増やしたい回数は、4.4 回／月となっている。 

利
用
し
て
い
な
い

が
、
今
後
利
用
し

た
い 

す
で
に
利
用
し
て

い
る
が
、
今
後
利

用
日
数
を
増
や
し

た
い 

新
た
に
利
用
し
た

り
、
利
用
回
数
を

増
や
し
た
い
と
は

思
わ
な
い 

無
回
答 

１
回 

２
回 

３
回 

４
回
以
上 

無
回
答 

１
回 

２
回 

３
回 

４
回 

５
回
以
上 

無
回
答 

(%) 

(%) 

(%) 

（回/週） 

（回/月） 
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（３）子育て支援事業・子どもの居場所についての意見 

問22 子ども広場や児童館など、地域の子育て支援事業や子どもの居場所についてどのように

お感じになっていますか。ご自由にお書きください。 

 

子ども広場や児童館など、地域の子育て支援事業や子どもの居場所に関するご意見として、582人か

ら延べ588件の回答が寄せられた。なお、１人で２つ以上の内容を記入している場合もあるため、件数

は延べ件数となる。 

 

利用している・満足している 204 

安心して遊ぶことができる・子どもが楽しんでいる 150 

居場所は必要 18 

居場所をもっと増やしてほしい 16 

情報発信に工夫が必要 12 

満足している 5 

開館時間を長く・曜日を増やしてほしい 3 

利用していない・利用しにくい 272 

居住地域に利用できる施設がない 160 

年齢的に利用しなくなった 46 

ボール遊びができると良い 22 

利用しにくい 21 

利用したことがない 12 

常連の利用者がいて利用しにくい 8 

時間がなく利用できない 3 

その他 112 
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n

(1,131)

（１）教育相談室

（２）子育て・女性
相談室

（３）子ども家庭支
援センター

（４）障がい児通所
施設

（５）子育てガイド
（子育て情報誌）

（６）子どもショート
ステイ

（７）ファミリー・サ
ポート・センター

1.0

59.2

64.4

72.6

60.0

59.5

28.7

73.7

1.0

35.8

30.5

22.1

35.1

35.6

66.6

21.4

1.0

5.0

5.1

5.3

4.9

4.9

4.7

4.9

（４）各種支援事業の認知状況、利用状況、利用希望 

問23 下記で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したいと思う

ものについておたずねします。（１）～（７）のＡ～Ｃの項目について、「はい」「いい

え」どちらかに○をつけてください。 

 

 Ａ 各種支援事業の認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種支援事業の認知は、「ファミリー・サポート・センター」（73.7％）、「子ども家庭支援センター」

（72.6％）が高く、これらに「子育て・女性相談室」(64.4％)、「障がい児通所施設」(60.0％)、「子

育てガイド（子育て情報誌）」(59.5％)、「教育相談室」(59.2％)が続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は
い 

(

知
っ
て
い
る) 

い
い
え 

(

知
ら
な
い) 

無
回
答 

(%) 
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n

(1,131)

（１）教育相談室

（２）子育て・女性
相談室

（３）子ども家庭支
援センター

（４）障がい児通所
施設

（５）子育てガイド
（子育て情報誌）

（６）子どもショート
ステイ

（７）ファミリー・サ
ポート・センター

1.0

11.7

7.0

16.0

4.2

23.3

0.4

11.8

1.0

76.0

79.8

71.3

82.3

63.0

85.8

76.5

1.0

12.4

13.2

12.7

13.4

13.8

13.8

11.7

n

(1,131)

（１）教育相談室

（２）子育て・女性
相談室

（３）子ども家庭支
援センター

（４）障がい児通所
施設

（５）子育てガイド
（子育て情報誌）

（６）子どもショート
ステイ

（７）ファミリー・サ
ポート・センター

1.0

25.3

21.1

16.6

6.2

29.7

9.7

18.9

1.0

58.3

62.4

66.6

77.5

53.2

74.5

66.2

1.0

16.4

16.4

16.8

16.3

17.1

15.7

14.9

 Ｂ 各種支援事業のこれまでの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種支援事業のこれまでの利用状況は、「子育てガイド（子育て情報誌）」（23.3％）が高く、これに

「子ども家庭支援センター」（16.0％）、「ファミリー・サポート・センター」（11.8％）、「教育相談

室」（11.7％）が続いている。 

 

 Ｃ 各種支援事業の今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種支援事業の今後の利用希望は、「子育てガイド（子育て情報誌）」（29.7％）が高く、これに「教

育相談室」（25.3％）、「子育て・女性相談室」（21.1％）、「ファミリー・サポート・センター」

（18.9％）が続いている。 

は
い 

(

利
用
し
た

こ
と
が
あ

る) い
い
え 

(

利
用
し
た

こ
と
は
な

い) 無
回
答 

は
い 

(

利
用
し
た

い) い
い
え 

(

利
用
し
た

い
と
は
思
わ

な
い) 

無
回
答 

(%) 

(%) 
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n=(755)  

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に預けた

父親又は母親のうち就労していない
方が子どもをみた

ベビーシッターなど民間のサービスを
利用した

ファミリー・サポート・センターを
利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

23.2

63.3

22.5

29.7

4.1

4.0

22.0

7.3

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

n

全体 (1,131)

1

66.8 

1

32.8 

1

0.4 

６．お子さんが病気の際の対応 

（１）この１年間に病気やケガで学校を休まなければならなかったことの有無 

問24 この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったこと

はありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この１年間に病気やケガで学校を休まなければならなかったことが「あった」は 66.8％、「なかっ

た」は 32.8％となっている。 

 

（２）病気やケガで学校を休んだ際の対処方法と日数 

問25 問24で「１．あった」に○をつけた方におたずねします。あて名のお子さんが病気やけ

がで学校を休まなければならなかった場合に、この１年間に行った対処方法として当ては

まる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数を□内に数字でご記入ください（半日程度の

対応の場合も１日と計算してください）。【複数回答】 

 

対処方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気やケガで学校を休まなければならなかった際の対応としては、「母親が休んだ」が 63.3％と高く、

これに「父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた」（29.7％）が続いている。 

あ
っ
た 

な
か
っ
た 

無
回
答 

(%) 
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平  均

父親が休んだ n=175 2.3

母親が休んだ n=478 3.9

（同居者を含む）親族・知
人に預けた n=170 3.4

父親又は母親のうち就労し
ていない方が子どもをみた n=224 5.4

ベビーシッターなど民間の
サービスを利用した n=31 1.0

ファミリー・サポート・セン
ターを利用した n=30 20.0

仕方なく子どもだけで留守
番をさせた n=166 2.3

その他 n=55 3.6

1.0

71.4

66.1

64.7

44.2

6.5

76.5

38.2

1.0

9.7

19.5

13.5

28.1

4.8

3.6

1.0

1.1

9.0

6.5

12.1

3.0

1.8

1.0

0.8

0.6

2.2

3.3

0.6

1.8

1.0

0.6

1.3

1.0

17.7

4.0

14.7

12.1

93.5

96.7

15.1

54.5

日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な対応方法の年間平均日数は、「父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた」が 5.4 日

／年、「母親が休んだ」が 3.9 日／年、「（同居者を含む）親族・知人に預けた」が 3.4 日／年、「父親

が休んだ」と「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」が 2.3 日／年となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１
～
４
日 

５
～
９
日 

10
～
19
日 

20
～
29
日 

30
日
以
上 

無
回
答 

(%) 

（日/年） 
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n

全体 ( 504)

1

17.9 

1

78.8 

1

3.4 

n 平  均

全体 ( 90) 3.8

1

63.3 

1

24.4 

1

5.6 

1 

1.1 

1 1 

5.6 

（３）父母が休んで対処した場合の「施設等」の利用希望と利用したい日数 

問26 問25で「ア.父親が休んだ」「イ.母親が休んだ」のいずれかに○をつけた方におたずね

します。その際、「できれば施設等を利用したい」と思いましたか。当てはまる番号１つ

に○をつけ、「ア.父親が休んだ」「イ.母親が休んだ」の日数のうち施設等を利用したかっ

た日数を□内に数字でご記入ください。 

利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

父母が休んで対処した場合に、施設等を「利用したいとは思わない」は 78.8％、「できれば施設等を

利用したい」は 17.9％となっている。 

 

利用したい日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設等の年間利用希望日数は、「１～４日」が 63.3％、「５～９日」が 24.4％で、平均 3.8 日／年と

なっている。 

で
き
れ
ば
施
設

等
を
利
用
し
た

い 利
用
し
た
い
と

は
思
わ
な
い 

無
回
答 

１
～
４
日 

５
～
９
日 

10
～
19
日 

20
～
29
日 

30
日
以
上 

無
回
答 

(%) 

(%) 

（日/年） 
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n 平  均

全体 ( 253) 4.4

1

62.8 

1

19.0 

1

9.1 

1 

2.8 

1

0.8 

1 

5.5 

n

全体 ( 481)

1

52.6 

1

20.4 

1

27.0 

（４）父母が仕事を休んで看護したいと思ったかどうかと看護したい日数 

問25で「ウ．（同居者を含む）親族・知人に預けた」～「ク．その他」のいずれかに○を

つけた方におたずねします。 

問27 その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看護したい」と思いましたか。当て

はまる番号１つに○をつけ、「ウ．（同居者を含む）親族・知人に預けた」～「ク．その

他」の日数のうち仕事を休んで看護したかった日数についても□内に数字でご記入くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気やケガで教育・保育の事業が利用できなかった場合に、「母親が休んだ」「父親が休んだ」以外

の方法で対応した際、「できれば仕事を休んで看護したいと思った」は 52.6％。これに対し、「仕事を

休んで看護したいとは思わなかった」は 20.4％となっている。 

 

 

 看護したい日数（年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できれば父母のいずれかが仕事を休んで看護したいと思った人が希望する年間日数は、「１～４日」

が 62.8％、「５～９日」が 19.0％で、平均 4.4 日／年となっている。 

 

で
き
れ
ば
仕
事
を

休
ん
で
看
護
し
た

い
と
思
っ
た 

仕
事
を
休
ん
で
看

護
し
た
い
と
は
思

わ
な
か
っ
た 

無
回
答 

１
～
４
日 

５
～
９
日 

10
～
19
日 

20
～
29
日 

30
日
以
上 

無
回
答 

(%) 

(%) 

（日/年） 
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n=(253)  

子どもの看護を理由に休みがとれな
い

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

無回答

37.5

4.7

16.2

49.0

4.7

0 10 20 30 40 50 60 (%)

（５）仕事を休んで看護できなかった理由 

問28 問27で「１．できれば仕事を休んで看護したいと思った」に○をつけた方におたずねし

ます。父母のいずれかが仕事を休んで看護できなかった理由について、当てはまる番号す

べてに○をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気やけがで学校を休まなければならなかった場合、父母のいずれかが仕事を休んで看護できな

かった理由は、「子どもの看護を理由に休みがとれない」が 37.5％、「休暇日数が足りないので休めな

い」が 16.2％などとなっている。 

また、「その他」（49.0％）の具体的な内容は、「職場の人手不足」、「職場に迷惑がかかる」、「仕事が

忙しいため」、「仕事の内容上休めない」、「休みづらい」などとなっている。 
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平  均
ファミリー・サポート・セン
ター n=21 19.5

ショートステイ（日帰り） n=12 18.0

ベビーシッターなど民間
のサービス n=17 15.4

その他 n=9 8.5

1.0

14.3

29.4

1.0

5.9

11.1

1.0

19.0

8.3

11.1

1.0

8.3

1.0

14.3

5.9

1.0

52.4

83.3

58.8

77.8

n=(1,131)  

ファミリー・サポート・センター

ショートステイ（日帰り）

ベビーシッターなど民間のサービス

その他

利用していない

無回答

1.9

1.1

1.5

0.8

95.1

2.0

0 20 40 60 80 100 (%)

７．一時預かり等の利用 

（１）私用、保護者の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業と日数 

問29 あて名のお子さんについて、私用、保護者の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利

用している事業はありますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、１年間の利用日数（お

およそ）を□内に数字でご記入ください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 不定期の一時預かり等の事業の利用状況は、「ファミリー・サポート・センター」が 1.9％、「ベビー

シッターなど民間のサービス」が 1.5％、「ショートステイ」が 1.1％などとなっている。 

 

 

利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の一時預かり等の事業の年間平均利用日数は、「ファミリー・サポート・センター」が 19.5

日／年、「ショートステイ」が 18.0 日／年、「ベビーシッターなど民間のサービス」が 15.4 日／年と

なっている。 

 

１
～
４
日 

５
～
９
日 

10
～
19
日 

20
～
29
日 

30
日
以
上 

無
回
答 

(%) 

（日/年） 
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n=(1,076)  

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可
能時間・日数など）が低い

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどう
かわからない

事業の利用方法（手続き等）がわから
ない

その他

無回答

80.5

2.9

5.7

6.9

12.4

7.9

9.1

13.6

9.6

0.2

0 20 40 60 80 100
(%)

n

全体 (1,131)

1

16.6 

1

76.5 

1

6.9 

（２）利用していない理由 

問30 問29で「５. 利用していない」に○をつけた方におたずねします。現在利用していない

理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の一時預かり等の事業を利用していない理由は、「特に利用する必要がない」が 80.5％と高く、

これに「事業の利用方法（手続き等）がわからない」が 13.6％、「利用料がかかる・高い」が 12.4％

で続いている。 

 

（３）今後の利用希望と利用したい日数 

問31 あて名のお子さんについて、私用、保護者の通院、不定期の就労等の目的で、問29にあ

げた事業を年間何日くらい利用する必要があると思いますか。当てはまる番号・記号すべ

てに○をつけ、利用する必要がある場合は、それぞれの日数も□内に数字でご記入くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の一時預かり等の事業の利用希望は、「利用する必要はない」が 76.5％、「利用したい」が

16.6％となっている。 

 

利
用
し
た
い 

利
用
す
る
必

要
は
な
い 

無
回
答 

(%) 
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n=(188)  

私用（買い物、子ども（兄弟姉妹を含
む）や保護者の習い事等）、リフレッ

シュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉
妹を含む）や保護者の通院等

不定期の就労

その他

無回答

58.5

65.4

33.0

11.2

2.7

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

平  均
私用（買い物、子ども（兄弟
姉妹を含む）や保護者の習
い事等）、リフレッシュ目的

n=110 11.2

冠婚葬祭、学校行事、子ど
も（兄弟姉妹を含む）や保
護者の通院等

n=123 6.7

不定期の就労 n=62 25.2

その他 n=21 13.3

1.0

26.4

43.1

19.4

14.3

1.0

20.0

25.2

19.4

9.5

1.0

31.8

24.4

17.7

28.6

1.0

9.1

0.8

6.5

14.3

1.0

8.2

3.3

27.4

9.5

1.0

4.5

3.3

9.7

23.8

一時預かり等の利用目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の一時預かり等の利用目的は、「冠婚葬祭、学校行事、子ども(兄弟姉妹を含む)や保護者の通

院等」が 65.4％、「私用(買い物、子ども(兄弟姉妹を含む)や保護者の習い事等)、リフレッシュ目的」

が 58.5％、と高く、これらに「不定期の就労」が 33.0％で続いている。 

 

 

一時預かり等を利用したい日数（年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の一時預かり等の年間平均利用希望日数は、「不定期の就労」が 25.2 日／年、「私用(買い物、

子ども(兄弟姉妹を含む)や保護者の習い事等)、リフレッシュ目的」が 11.2 日／年、「冠婚葬祭、学校

行事、子どもや保護者の通院等」が 6.7 日／年となっている。 

１
～
４
日 

５
～
９
日 

10
～
19
日 

20
～
29
日 

30
日
以
上 

無
回
答 

(%) 

（日/年） 
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n=(188)  

大規模施設で過ごす事業

小規模施設で過ごす事業

ファミリー・サポート・センターやベビー
シッター等、子どもの自宅や近所の保

育者宅で保育する事業

その他

無回答

21.3

63.8

43.1

4.3

8.5

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

（４）望ましい事業形態 

問32 問31で「１. 利用したい 」に○をつけた方におたずねします。問29の目的でお子さん

を預ける場合、どのような事業形態が望ましいと思いますか。当てはまる番号すべてに○

をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の一時預かり等の事業の望ましい事業形態としては、「小規模施設で過ごす事業」が 63.8％、

「ファミリー・サポート・センターやベビーシッター等、子どもの自宅や近所の保育者宅で保育する

事業」が 43.1％、「大規模施設で過ごす事業」が 21.3％となっている。 
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n=(132)  

（同居者を含む）親族・知人にみても
らった

子どもショートステイを利用した

子どもショートステイ以外の保育事業
（認可外保育施設、ベビーシッター等）

を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

82.6

-

-

12.9

6.1

6.1

0 20 40 60 80 100 (%)

n

全体 (1,131)

1

11.7 

1

85.9 

1

2.5 

（５）保護者の用事により泊りがけで家族以外に預けたことの有無、対処方法、宿泊日数 

問33 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名の

お子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け

先が見つからなかった場合も含みます）。この１年間の対処方法として当てはまる記号す

べてに○をつけ、それぞれの日数を□内に数字でご記入ください。【複数回答】 

 

預けたことの有無 

 

 

 

 

 

 

 

この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、子どもを泊りがけで

家族以外に預けたことが「なかった」が 85.9％、「あった」が 11.7％となっている。 

 

 

対処方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の用事により泊りがけで家族以外に預けた際の対処方法としては、「(同居者を含む)親族・

知人にみてもらった」が 82.6％と高く、これに「仕方なく子どもを同行させた」が 12.9％で続いて

いる。 

 

 

あ
っ
た 

な
か
っ
た 

無
回
答 

(%) 
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平  均

（同居者を含む）親族・知
人にみてもらった n=109 4.0

仕方なく子どもを同行さ
せた n=17 2.2

仕方なく子どもだけで留
守番をさせた n=8 3.2

その他 n=8 2.9

1.0

75.2

70.6

50.0

62.5

1.0

11.0

11.8

12.5

25.0

1.0

10.1

1.0

0.9

1.0

1.8

1.0

0.9

17.6

37.5

12.5

宿泊数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の用事にて泊りがけで家族以外に預けた際の平均宿泊数は、「(同居者を含む)親族・知人にみ

てもらった」が 4.0 泊／年、「仕方なく子どもを同行させた」が 2.2 泊／年となっている。 

※「子どもショートステイを利用した」、「子どもショートステイ以外の保育事業（認可外保育施設、

ベビーシッター等）を利用した」は該当者がいないため、掲載していない。 

 

１
～
４
泊 

５
～
９
泊 

10
～
19
泊 

20
～
29
泊 

30
泊
以
上 

無
回
答 

(%) 

（泊/年） 
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８．放課後の過ごし方 

（１）放課後を過ごしている場所と日数 

問34 あて名のお子さんは放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごして

いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ週当たりの日数を□内に数字でご

記入ください。また、「６．学童クラブ」の場合には、利用する時刻も□内に数字でご記

入ください。【複数回答】 

 

放課後を過ごしている場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの放課後の過ごし方は、「自宅」（77.2％）と「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習

塾など）」（72.5％）が高く、これらに「祖父母宅や友人・知人宅」（23.3％）、「学童クラブ」

（19.6％）、「放課後子ども教室」（16.3％）が続いている。 

また、「その他」（19.5％）の具体的な内容は、「公園」、「学校・校庭」、「地域センター」、「図書館」

などとなっている。 

 

n=(1,131)  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、
学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所
支援）

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

77.2

23.3

72.5

13.5

16.3

19.6

3.7

2.1

19.5

0.7

0 20 40 60 80 100
(%)
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平  均

自宅 n=873 3.1

祖父母宅や友人・知人宅 n=264 2.0

習い事（ピアノ教室、サッ
カークラブ、学習塾など） n=820 2.4

児童館 n=153 1.8

放課後子ども教室 n=184 1.3

学童クラブ n=222 4.1

放課後等デイサービス
（障害児通所支援） n=42 3.1

ファミリー・サポート・セン
ター n=24 1.0

1.0

20.5

47.0

24.5

44.4

63.0

2.3

7.1

8.3

1.0

23.5

26.1

31.7

23.5

17.9

7.7

11.9

1.0

16.3

7.6

25.2

7.8

15.8

9.5

1.0

9.0

4.2

11.6

3.3

1.1

23.0

9.5

1.0

23.5

9.1

4.6

2.6

39.6

9.5

1.0

1.4

0.8

1.0

0.7

1.8

1.0

2.6

0.1

1.0

3.2

5.3

1.2

17.6

17.9

9.9

52.4

91.7

n

全体 ( 222)

1

20.7 

1

68.0 

1

11.3 

n 平  均

全体 ( 222) 16.7

1

40.5 

1

30.6 

1

16.2 

1 

1.8 

1 1 

10.8 

放課後過ごしている場所の日数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの利用時刻（下校時から） 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの利用時刻は、「16時台まで」が 40.5％、「17時台まで」が 30.6％、「18 時台まで」が

16.2％となっている。 

 

土曜日の学童クラブの利用の有無 

 

 

 

 

 

 

土曜日の学童クラブの利用は、「ない」が 68.0％、「ある」20.7％となっている。 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

16
時
台
ま
で 

17
時
台
ま
で 

18
時
台
ま
で 

19
時
台
ま
で 

20
時
台
以
降 

ま
で 

無
回
答 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

(%) 

(%) 

(%) 

（日/週） 
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n=(1,131)  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、
学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所
支援）

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

50.7

17.3

55.3

16.8

19.3

27.9

1.5

0.2

13.0

17.6

0 10 20 30 40 50 60
(%)

（２）放課後の過ごし方の希望 

問35 あて名のお子さんは放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせ

たいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ週当たりの日数を□内に

数字でご記入ください。また、「６．学童クラブ」の場合には、利用する時刻も□内に数

字でご記入ください。【複数回答】 

 

■小学校低学年（１～３年生）のとき 

 

放課後を過ごさせたい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校低学年（１～３年生）のときに、放課後過ごさせたい場所は、「習い事」が 55.3％、「自宅」

が 50.7％で高く、これに、「学童クラブ」が 27.9％、「放課後子ども教室」が 19.3％、「祖父母宅や友

人・知人宅」が 17.3％、「児童館」が 16.8％で続いている。 

また、「その他」（13.0％）の具体的な内容は、「公園」、「学校・校庭」、「地域センター」などとなっ

ている。 
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平  均

自宅 n=573 2.8

祖父母宅や友人・知人宅 n=196 1.8

習い事（ピアノ教室、サッ
カークラブ、学習塾など） n=625 2.1

児童館 n=190 2.0

放課後子ども教室 n=218 1.5

学童クラブ n=315 4.3

放課後等デイサービス
（障害児通所支援） n=17 2.8

ファミリー・サポート・セン
ター n=2 2.0

1.0

20.6

55.6

29.4

44.2

65.6

1.9

23.5

50.0

1.0

28.3

25.0

40.6

29.5

24.8

6.3

35.3

1.0

22.7

8.7

23.2

14.7

7.3

15.6

11.8

50.0

1.0

8.2

2.0

3.7

4.7

17.5

1.0

17.8

7.7

2.6

5.8

2.3

53.3

29.4

1.0

1.0

1.0

0.5

1.1

3.8

1.0

1.4

1.0

1.6

n 平  均

全体 ( 315) 17.3

1

21.3 

1

34.0 

1

31.7 

1 

8.3 

1

0.6 

1 

4.1 

放課後過ごさせたい場所の日数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの利用希望時刻（下校時から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの利用希望時刻は、「17時台まで」が 34.0％、「18 時台まで」が 31.7％、「16 時台ま

で」が 21.3％となっている。 

 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

16
時
台
ま
で 

17
時
台
ま
で 

18
時
台
ま
で 

19
時
台
ま
で 

20

時
台
以
降

ま
で 

無
回
答 

(%) 

(%) 

（日/週） 
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n=(1,131)  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、
学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所
支援）

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

64.4

21.2

67.8

18.4

17.4

10.9

2.1

0.1

14.4

14.1

0 20 40 60 80
(%)

土曜日の学童クラブの利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日の学童クラブの利用意向は、「ない」が 60.3％、「ある」が 27.9％となっている。 

 

 

 

■小学校高学年（４～６年生）のとき 

 

放課後を過ごさせたい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校高学年（４～６年生）のときに、放課後過ごさせたい場所は、「習い事」が 67.8％、「自宅」

が 64.4％で高く、これに、「祖父母宅や友人・知人宅」が 21.2％、「児童館」が 18.4％、「放課後子ど

も教室」が 17.4％、「学童クラブ」が 10.9％で続いている。 

また、「その他」（14.4％）の具体的な内容は、「公園」、「学校・校庭」、「地域センター」、「図書館」

などとなっている。 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

n

全体 (315)
(%)

27.9

1

60.3 

1

11.7 
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平  均

自宅 n=728 2.7

祖父母宅や友人・知人宅 n=240 1.8

習い事（ピアノ教室、サッ
カークラブ、学習塾など） n=767 2.5

児童館 n=208 2.0

放課後子ども教室 n=197 1.4

学童クラブ n=123 3.4

放課後等デイサービス
（障害児通所支援） n=24 3.0

ファミリー・サポート・セン
ター n=1 1.0

1.0

24.3

53.8

15.5

44.2

69.0

6.5

25.0

100.0

1.0

28.7

26.3

37.7

32.7

23.4

18.7

20.8

1.0

20.3

10.4

31.3

14.9

6.1

31.7

20.8

1.0

5.4

1.7

10.6

1.4

0.5

11.4

4.2

1.0

18.7

7.1

4.2

5.3

1.0

26.8

25.0

1.0

1.1

0.8

0.8

1.4

1.6

4.2

1.0

3.3

1.5

n 平  均

全体 ( 123) 17.6

1

8.9 

1

36.6 

1

39.8 

1 

9.8 

1

1.6 

1 

3.3 

放課後過ごさせたい場所の日数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの利用希望時刻（下校時から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの利用希望時刻は、「18時台まで」が 39.8％、「17 時台まで」が 36.6％、「19 時台ま

で」が 9.8％となっている。 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

16
時
台
ま
で 

17
時
台
ま
で 

18
時
台
ま
で 

19
時
台
ま
で 

20

時
台
以
降

ま
で 

無
回
答 

(%) 

(%) 

（日/週） 

1.6 
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n

全体 ( 332)

1

1.5 

1

4.2 

1

33.4 

1 

12.3 

1

2.4 

1 

25.6 

1 

20.5 

土曜日の学童クラブの利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日の学童クラブ利用意向は、「ない」が 59.3％、「ある」が 26.0％となっている。 

 

 

 

■全学年 

平日の学童クラブ利用希望学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後の学童クラブ利用希望学年は、「３年生まで」が 33.4％、「６年生まで」が 25.6％となってい

る。 

 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

１
年
生
ま
で 

２
年
生
ま
で 

３
年
生
ま
で 

４
年
生
ま
で 

５
年
生
ま
で 

６
年
生
ま
で 

無
回
答 

n

全体 (123)
(%)

26.0

1

59.3 

1

14.6 

(%) 
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n=(1,131)  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、
学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所
支援）

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

52.1

26.3

46.1

17.6

9.2

28.7

1.7

0.4

8.8

20.4

0 10 20 30 40 50 60
(%)

（３）小学校の長期休暇中の過ごし方の希望 

問36 あて名のお子さんについて、小学校の夏休み・冬休み期間中はどのような場所で過ごさ

せたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ週当たりの日数を数字

でご記入ください。また、「６．学童クラブ」の場合には、利用を希望する時刻も□内に

数字でご記入ください。【複数回答】 

 

■小学校低学年（１～３年生）のとき 

 

長期休暇中に過ごさせたい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校低学年（１～３年生）のとき、長期休暇中に過ごさせたい場所は、「自宅」が 52.1％、「習

い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」が 46.1％、「学童クラブ」が 28.7％、「祖父母

宅や友人・知人宅」が 26.3％、「児童館」が 17.6％となっている。 

また、「その他」（8.8％）の具体的な内容は、「公園」、「学校・校庭」、「地域センター」などと

なっている。 
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n 平  均

全体 ( 325) 17.1

1

25.5 

1

33.8 

1

29.8 

1 

5.8 

1

0.6 

1 

4.3 

平  均

自宅 n=589 3.2

祖父母宅や友人・知人宅 n=298 2.0

習い事（ピアノ教室、サッ
カークラブ、学習塾など） n=521 2.1

児童館 n=199 2.2

放課後子ども教室 n=104 1.8

学童クラブ n=325 4.4

放課後等デイサービス
（障害児通所支援） n=19 2.7

ファミリー・サポート・セン
ター n=4 1.5

その他① n=99 2.7

その他② n=99 2.0

その他③ n=99 2.5

1.0

17.3

48.7

32.4

39.2

56.7

2.2

31.6

75.0

22.2

6.1

1.0

1.0

24.8

28.2

37.2

29.1

22.1

5.8

26.3

30.3

4.0

2.0

1.0

20.0

11.7

22.6

18.1

12.5

12.3

10.5

25.0

22.2

1.0

1.0

10.9

3.0

4.8

3.5

2.9

13.5

5.3

7.1

1.0

1.0

17.8

5.7

1.9

8.5

5.8

60.6

26.3

15.2

1.0

1.0

1.0

2.4

0.7

0.8

1.0

3.4

1.0

1.0

6.8

2.0

0.2

0.5

0.3

2.0

1.0

1.8

86.9

96.0

長期休暇中に過ごさせたい場所の日数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期休暇中の学童クラブの利用希望時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの利用希望時刻は、「17時台まで」が 33.8％、「18 時台まで」が 29.8％、「16 時台ま

で」が 25.5％となっている。 

 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

16
時
台
ま
で 

17
時
台
ま
で 

18
時
台
ま
で 

19
時
台
ま
で 

20

時
台
以
降

ま
で 

無
回
答 

(%) 

(%) 

（日/週） 
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n

全体 ( 325)

1

24.0 

1

57.2 

1

18.8 

n=(1,131)  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、
学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所
支援）

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

64.3

31.8

58.1

19.5

9.4

15.0

2.1

0.3

11.1

15.9

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

長期休暇中の土曜日の学童クラブの利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期休暇中の土曜日の学童クラブ利用意向は、「ない」が 57.2％、「ある」が 24.0％となっている。 

 

 

 

■小学校高学年（４～６年生）のとき 

 

長期休暇中に過ごさせたい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校高学年（４～６年生）のとき、長期休暇中に過ごさせたい場所も「自宅」（64.3％）、「習い

事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」（58.1％）が高く、これに、「祖父母宅や友人・知

人宅」(31.8％)、「児童館」(19.5％)、「学童クラブ」（15.0％）が続いている。 

また、「その他」（11.1％）の具体的な内容は、「公園」、「学校・校庭」、「地域センター」、「図書

館」などとなっている。 

 

あ
る 

な
い 

無
回
答 
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n 平  均

全体 ( 170) 17.0

1

25.9 

1

29.4 

1

32.9 

1 

5.3 

1

1.8 

1 

4.7 

長期休暇中に過ごさせたい場所の日数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期休暇中の学童クラブの利用希望時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期休暇中の学童クラブの利用希望時刻は、「18時台まで」が 32.9％、「17 時台まで」が 29.4％、

「16時台まで」が 25.9％となっている。 

 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

16
時
台
ま
で 

17
時
台
ま
で 

18
時
台
ま
で 

19
時
台
ま
で 

20

時
台
以
降

ま
で 

無
回
答 

平  均

自宅 n=727 3.1

祖父母宅や友人・知人宅 n=360 2.0

習い事（ピアノ教室、サッ
カークラブ、学習塾など） n=657 2.5

児童館 n=220 2.1

放課後子ども教室 n=106 1.8

学童クラブ n=170 4.1

放課後等デイサービス（障
害児通所支援） n=24 3.1

ファミリー・サポート・セン
ター n=3 1.0

1.0

18.7

48.9

17.7

40.5

49.1

4.7

20.8

100.0

1.0

25.7

28.6

36.4

30.9

24.5

10.0

25.0

1.0

21.0

11.7

28.9

15.5

20.8

16.5

8.3

1.0

8.8

2.2

10.2

3.6

3.8

11.8

12.5

1.0

17.6

6.4

6.1

7.7

1.9

52.9

33.3

1.0

1.0

0.6

0.8

1.4

2.9

1.0

7.2

1.7

0.5

1.0

1.2

(%) 

(%) 

（日/週） 
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n

全体 (170)
(%)

25.9

1

59.4 

1

14.7 

n

全体 ( 346)

1

0.9 

1

3.2 

1

29.5 

1 

10.4 

1

2.9 

1 

34.4 

1 

18.8 

長期休暇中の土曜日の学童クラブ利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期休暇中の土曜日の学童クラブ利用意向は、「ない」が 59.4％、「ある」が 25.9％となっている。 

 

 

 

■全学年 

長期休暇中の学童クラブ利用希望学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期休暇中の学童クラブ利用希望学年は、「６年生まで」が 34.4％、「３年生まで」が 29.5％となっ

ている。 

 

 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

１
年
生
ま
で 

２
年
生
ま
で 

３
年
生
ま
で 

４
年
生
ま
で 

５
年
生
ま
で 

６
年
生
ま
で 

無
回
答 

(%) 
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n=(1,131)  

野球

ミニバスケット

サッカー

よさこい

宿題見守り

補習

調理

工作

絵画

書道

生け花

茶道

囲碁・将棋

合唱・演奏

折り紙

読み聞かせ

英語

パソコン

科学

園芸

その他

無回答

8.5

9.1

11.1

8.8

27.7

9.5

12.1

16.3

8.1

17.8

3.0

3.5

10.5

9.2

6.2

5.4

25.9

17.6

9.8

2.1

5.1

14.9

0 5 10 15 20 25 30 (%)

（４）放課後子ども教室の利用希望 

問37 放課後子ども教室の利用について、今後も継続してほしい、または取り上げてもらいた

い活動内容はありますか。当てはまる番号３つに○をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 放課後子ども教室の利用について、今後も継続してほしい、または取り上げてもらいたい活動は、

「宿題見守り」が 27.7％、「英語」が 25.9％で高く、これらに「書道」が 17.8％、「パソコン」が

17.6％、「工作」が 16.3％で続いている。 
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n

全体 ( 222)

1

90.1 

1 1

0.5 

1 

0.5 

1 1 

0.5

1 

8.6 

９．学童クラブの利用 

（１）学童クラブを利用している理由 

問38 問34（放課後）で「６．学童クラブ」に○をつけた方におたずねします。 

利用している理由について、もっとも当てはまる番号1つに○をつけてください。 

 

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 放課後に学童クラブを利用している理由は、お子さんの身の回りの世話を主にしている人が「現在

就労している」が 90.1％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現
在
就
労
し
て
い
る 

就
労
予
定
が
あ
る 

／
求
職
中
で
あ
る 

家
族
・
親
族
な
ど
を
介
護

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

病
気
や
障
が
い
が
あ
る 

出
産
及
び
そ
の
前
後 

そ
の
他 

無
回
答 

(%) 
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平  均 8.4

n=(43)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

7.0

58.1

27.9

-

-

-

-

2.3

-

-

-

-

-

-

-

-

4.7

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

平  均 16.9

n=(43)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

-

-

-

-

-

-

2.3

4.7

2.3

18.6

34.9

27.9

7.0

-

-

-

2.3

0 10 20 30 40
(%)

n

全体 ( 222)

1

8.6 

1

10.8 

1

70.7 

1 

9.9 

（２）学童クラブ利用者の日曜日・祝日の利用希望 

問39 問34（放課後）で「６．学童クラブ」に○をつけた方におたずねします。 

日曜日・祝日の学童クラブの利用を希望しますか。当てはまる番号１つに○をつけてくだ

さい。また利用したい場合は、その時間帯を□内に数字でご記入ください。 

 

利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後に学童クラブを利用している世帯の日曜日・祝日の学童クラブ利用意向は、「利用する必要は

ない」が 70.7％と高い。「高学年(４～６年生)になっても利用したい」(10.8％)、「低学年(１～３年

生)の間のみ利用したい」(8.6％)を合わせて 19.4％となっている。 

 

利用したい時間帯 

 開始時刻  終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用希望開始時刻は、「８時台」が 58.1％、「９時台」が 27.9％と高い。終了希望時刻は、「17時

台」が 34.9％、「18時台」が 27.9％、「16 時台」が 18.6％となっている。 

低
学
年
（
１
～
３

年
生
）
の
間
の
み

利
用
し
た
い 

高
学
年
（
４
～
６

年
生
）
に
な
っ
て

も
利
用
し
た
い 

利
用
す
る
必
要
は

な
い 

無
回
答 

(%) 
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n=(909)  

就労していない（いなかった）から

就労している（いた）が、学童クラブを知らな
かったから

就労している（いた）が、学童クラブに空きがな
い（なかった）から

就労している（いた）が、学童クラブの開所時間
が短いから

就労している（いた）が、利用料がかかるから

就労している（いた）が、子どもは放課後の習い
事をしている（いた）から

就労している（いた）が、放課後の短時間ならば
子どもだけでも大丈夫だと思う（思った）から

就労している（いた）が、他の施設に預けている
（いた）から

その他

無回答

39.5

-

0.9

0.7

1.8

3.2

8.6

0.3

12.7

32.5

0 10 20 30 40 50
(%)

（３）利用していない（していなかった）理由 

問40 学童クラブを利用していない（いなかった）方におたずねします。利用していない（し

ていなかった）理由について、もっとも当てはまる番号1つに○をつけてください。 

 

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学童クラブを利用していない（していなかった）理由は、「就労していない(いなかった)から」が

39.5％で高く、これに、「就労している(いた)が、放課後の短時間ならば子どもだけでも大丈夫だと

思う(思った)から」が 8.6％で続いている。 
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n=(376)  

就労している

就労予定がある／求職中である

いずれ就労したいと考えている

家族・親族などを介護しなければならない

病気や障がいがある

出産及びその前後

その他

無回答

41.2

1.6

1.9

0.8

0.5

0.3

1.3

52.4

0 10 20 30 40 50 60 (%)

（４）今後利用したい理由 

問41 問35（放課後）または問36（夏休み・冬休み期間中）で「６．学童クラブ」に○をつけ

た方におたずねします。学童クラブを利用したい理由について、もっとも当てはまる番号

1つに○をつけてください。 

 

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 放課後、または長期休暇中に学童クラブを利用したい理由は、「就労している」が 41.2％と高い。 
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n

全体 ( 376)

1

4.5 

1

8.2 

1

34.0 

1 

53.2 

（５）日曜日・祝日の利用希望と利用したい時間帯 

問42 問35（放課後）または問36（夏休み・冬休み期間中）で「６．学童クラブ」に○をつけ

た方におたずねします。あて名のお子さんについて、日曜日・祝日の学童クラブを利用し

たいと思いますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。また利用したい場合は、

その時間帯を□内に数字でご記入ください。 

 

利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後・長期休暇中の学童クラブ利用意向者の日曜日・祝日の利用希望は、「高学年(４～６年生)に

なっても利用したい」(8.2％)、「低学年(１～３年生)の間のみ利用したい」(4.5％)の合計で 12.7％と

なっている。 

 

利用したい時間帯 

 開始時刻  終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用希望開始時刻は、「８時台」が 54.2％、「９時台」が 31.3％と高い。終了希望時刻は、「18時

台」が 43.8％、「16時台」が 18.8％、「19 時台」が 14.6％、「17時台」が 12.5％となっている。 

低
学
年
（
１
～
３

年
生
）
の
間
の
み

利
用
し
た
い 

高
学
年
（
４
～
６

年
生
）
に
な
っ
て

も
利
用
し
た
い 

利
用
す
る
必
要
は

な
い 

無
回
答 

平  均 8.8

n=(48)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

4.2

54.2

31.3

2.1

-

-

-

-

2.1

4.2

-

-

-

-

-

-

2.1

0 10 20 30 40 50 60
(%)

平  均 17.4

n=(48)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

-

-

-

-

-

-

-

2.1

6.3

18.8

12.5

43.8

14.6

-

-

-

2.1

0 10 20 30 40 50
(%)

(%) 
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母親 n=1124

父親 n=1077

1.0

19.0

68.2

1.0

0.7

1.3

1.0

32.5

1.0

1.0

45.3

22.1

1.0

2.6

7.4

１０．子育て全般 

（１）「仕事時間」と「家事（育児）の時間」、「プライベートの時間」のバランス 

問43 あなたの生活の中で、「仕事時間」と「家事（育児）の時間」、「プライベートの時間」

はどのようなバランスだと感じていますか。母親と父親それぞれについて、当てはまる番

号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 母親の「仕事時間」と「家事(育児)の時間」「プライベートの時間」のバランスは、「おおむねバ

ランスが取れている」が 45.3％で高く、「家事・育児に偏っている」が 32.5％、「仕事に偏ってい

る」が 19.0％となっている。 

父親は、「仕事に偏っている」が 68.2％と高く、「おおむねバランスが取れている」は 22.1％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕
事
に
偏
っ
て
い
る 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に

偏
っ
て
い
る 

家
事
・
育
児
に
偏
っ

て
い
る 

お
お
む
ね
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
て
い
る 

無
回
答 

(%) 
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n

全体 (1,131)

1

5.5 

1

19.6 

1

46.0 

1 

22.8 

1

4.2 

1 

1.9 

n

全体 (1,131)

1

11.3 

1

86.9 

1

1.8 

（２）地域における子育ての環境や支援への満足度 

問44 お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度について、１～５段階のうち、

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域における子育ての環境や支援の満足度は、「満足度３」が 46.0％で高く、「満足度４」が 22.8％、

「満足度２」が 19.6％となっている。 

 

 

（３）子育てサークル等の参加の有無 

問45 あなたは地域活動(子育てサークルなど)に参加していますか。当てはまる番号に１つだ

け○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子育てサークル等の地域活動参加状況は、「参加していない」が 86.9％、「参加している」が 11.3％

となっている。 

満
足
度
１ 

（
満
足
度
が
低
い
） 

満
足
度
２ 

満
足
度
３ 

満
足
度
４ 

満
足
度
５ 

（
満
足
度
が
高
い
） 

無
回
答 

参
加
し
て

い
る 

参
加
し
て

い
な
い 

無
回
答 

(%) 

(%) 
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n=(1,131)  

病気や発育・発達

食事や栄養

子どものしつけの方法がよくわからない

子どもとの接し方に自信が持てない

子どもとの時間を十分にとれない

子どものほめ方やしかり方がよくわからない

いじめに関すること

友だちづきあいなど対人関係

不登校など

子どもの学力の遅れ

子どもの教育・塾、進路

仕事や自分のやりたいことが十分できない

子どもに落ち着きがない

子どものことで話し相手や相談相手がいな
い

子育てのための経済的負担が大きい

その他

特にない

無回答

17.9

15.9

9.1

6.2

16.0

11.2

10.8

24.8

4.3

11.1

42.2

13.0

8.4

3.1

21.2

3.3

19.1

4.4

0 10 20 30 40 50
(%)

（４）子育てに関する悩み 

問46 子育てに関して悩んでいること、又は気になることがありますか。 

当てはまる番号すべてに○をつけてください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子育てに関して悩んでいること、又は気になることは、「子どもの教育・塾、進路」が 42.2％で高く、

これに「友だちづきあいなど対人関係」が 24.8％、「子育てのための経済的負担が大きい」が 21.2％、

「病気や発育・発達」が 17.9％で続いている。 
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n

全体 (1,131)

1

36.7 

1

52.1 

1

7.3 

1 

1.9 

1

2.0 

（５）児童虐待の関心度 

問47 あなたは、児童虐待について、どの程度関心がありますか。当てはまる番号に１つだけ

○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童虐待の関心度は、「どちらかといえば関心がある」(52.1％)と「関心がある」(36.7％)を合計す

ると 88.8％となる。 

 

 

（６）児童虐待と感じる状況 

問48 あなたが児童虐待と感じるものは何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童虐待と感じることは、「子どもに必要な病気の治療を受けさせない」(94.6％)、「親が洗濯しな

いので、子どもはいつも不衛生な服を着ている」(93.8％)、「兄弟姉妹間で子どもを著しく差別して取

り扱う」(89.7％)、「子どもにわいせつなものを見せる」(88.9％)、「子どもに見える場所で、配偶者

や他の家族へ暴力を振るう」(87.6％)の５項目が 90％程度となっている。 

関
心
が
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
関
心
が
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
関
心
が
な
い 

関
心
が
な
い 

無
回
答 

n=(1,131)  

子どもの将来のことを考え、暴力や言葉によ
る脅しでしつけをする

夜、子どもを寝かしつけてから、夫婦で遊び
に出かける

子どもに見える場所で、配偶者や他の家族
へ暴力を振るう

子どもの前で夫婦喧嘩をする

子どもに必要な病気の治療を受けさせない

子どもにわいせつなものを見せる

親が洗濯しないので、子どもはいつも不衛生
な服を着ている

兄弟姉妹間で子どもを著しく差別して取り扱
う

上記１～８のいずれも児童虐待と思わない

無回答

79.9

74.2

87.6

42.3

94.6

88.9

93.8

89.7

-

0.9

0 20 40 60 80 100
(%)

(%) 
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n=(1,131)  

子ども家庭支援センター虐待ほっとライン
（042-347-3192）

児童相談所

児童相談所全国共通ダイヤル（189）

警察

市役所（健康センター）

民生委員・児童委員

保育所・幼稚園・学校

何もしない

その他

無回答

28.3

26.1

5.4

17.4

5.8

3.2

9.7

1.0

1.9

1.2

0 5 10 15 20 25 30
(%)

（７）児童虐待を相談・通報する場所 

問49 児童虐待を発見した場合には、どこに相談・通報しようと思いますか。当てはまる番号

１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童虐待を発見した場合に相談・通報しようと思う場所は、「子ども家庭支援センター虐待ほっとラ

イン」(28.3％)、「児童相談所」(26.1％)が高く、これらに「警察」(17.4％)が続いている。 
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n=(1,131)  

保護者の子育てに対する経験と知識の不足

保護者の精神的な不健康

家庭の経済的な問題等に伴う生活への不満
やストレス

家庭の不和

親族等の周囲の支援不足や理解不足

児童虐待を「しつけ」と考える風潮（社会の理
解・認識不足）

家庭が地域から孤立している

保護者の一方が子育てに非協力

保護者が未熟で、親としての自覚がない

仕事等の両立で、保護者の育児負担が増加

親自身が子どもの頃に虐待を受けていた
（虐待の世代間連鎖）

望まない妊娠で出産した

子どもに育てにくい要因（病気、障がい、落
ち着きがない等）がある

その他

無回答

17.0

55.0

38.1

24.1

9.7

10.8

16.4

12.1

41.5

6.9

36.1

9.9

10.2

2.8

0.8

0 10 20 30 40 50 60
(%)

（８）児童虐待が起こる理由 

問50 あなたは、なぜ児童虐待が起こると思いますか。当てはまる番号３つに○をつけてくだ

さい。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童虐待が起こる理由は、「保護者の精神的な不健康」が 55.0％で高く、これに「保護者が未熟で、

親としての自覚がない」が 41.5％、「家庭の経済的な問題等に伴う生活への不満やストレス」が

38.1％、「親自身が子どもの頃に虐待を受けていた（虐待の世代間連鎖）」が 36.1％で続いている。 
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（９）教育・保育の環境の充実など子育ての環境や支援に関しての意見 

最後に、教育・保育の環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、

ご自由にお書きください。 

 

子育ての環境や支援に関してのご意見として、388 人から延べ 411 件の回答が寄せられた。なお、１

人で２つ以上の内容を記入している場合もあるため、件数は延べ件数となる。 

 

学校・放課後 121 

学童クラブの充実・高学年の受入れ拡大 50 

放課後・長期休暇中の居場所の確保 28 

学校の充実 20 

放課後こども教室の充実 12 

学校での保護者の役割・負担の軽減 11 

交流・遊び場 48 

公園・広場・施設等遊び場の充実 27 

児童館の充実 18 

ふれあい広場・地域センター・子ども広場の充実 3 

教育・保育サービスについて 27 

一時預かりの充実・利便性の向上 12 

病児・病後児保育の充実・利便性の向上 6 

保育所の充実・質の向上 3 

待機児童の解消・保育所への入園のしやすさ 3 

幼稚園・預かり保育の充実 3 

相談 22 

相談窓口の充実・質の向上 18 

子育てのアドバイスが受けられる・話を聞いてくれる存在・訪問など 4 

その他支援 193 

障がい児・発達障がいへの支援・サポート 21 

児童虐待防止対策の充実 19 

経済的支援 19 

地域や社会の支援・見守り 18 

医療体制・医療費補助の充実 17 

安心・安全な地域づくり 12 

情報提供の充実 6 

学習支援 4 

不登校児童と保護者への支援 3 

市域全体で利用しやすい施設配置・近隣市と連携したサービスの提供 3 

学校・学童等での保護者の負担の軽減 2 

子育て支援全般 36 

その他 33 
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１．就学前児童調査票 
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２．就学前児童調査票記入のてびき 
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３．就学児童（小学校１年生～６年生）調査票 
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